
(57)【要約】

【課題】トロカールを通る部分に対し人間工学的に好ま

しく配置できるハンドルのあるエンドカッターを提供す

る。

【解決手段】内視鏡下の使用に特に適する手術器具が開

示される。種々の実施形態は、トロカールに挿入される

大きさに形成したエンドエフェクタを含む。細長いシャ

フト組立体がエンドエフェクタおよび制御ハンドルに連

結される。細長いシャフト組立体はトロカールに挿入す

るためにエンドエフェクタに隣接した遠位部分を有する

。細長いシャフト組立体は、エンドエフェクタおよび遠

位部がトロカールに挿入されたときに、トロカールから

突出するように遠位部から離れている近位部をさらに有

する。コントロールハンドルは、外科医が内視鏡下処置

を行う間にハンドルを人間工学的により快適な位置へ動

かせるように、細長いシャフト組立体の近位部に関節運

動可能に連結される。様々な関節式連結部の実施形態お

よびロック構造も開示された。

【選択図】図１

JP 2007-229449 A 2007.9.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 手 術 器 具 に お い て 、
　 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 連 結 さ れ た 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 で あ っ て 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 共 に 前 記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 す る た め に 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク
タ に 隣 接 す る 遠 位 部 、 お よ び 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ お よ び 前 記 遠 位 部 が 前 記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ た と き に 、 前 記
ト ロ カ ー ル か ら 突 出 す る 、 前 記 遠 位 部 か ら 離 れ て い る 近 位 部 、
　 を 有 す る 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 と 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 前 記 近 位 部 に 関 節 運 動 で き る よ う に 連 結 さ れ た 、 制 御 ハ ン
ド ル と 、
　 を 備 え る 、 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 前 記 近 位 部 は 、
　 第 １ 遠 位 端 部 お よ び 第 １ 近 位 端 部 を 有 す る 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト で あ っ て 、 前 記 第 １
近 位 端 部 が 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 連 結 さ れ て い る 、 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 連 結 さ れ た 第 ２ 遠 位 端 部 、 お よ び 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前
記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ た と き に 、 前 記 ト ロ カ ー ル か ら 突 出 す る 大 き さ に 形 成 さ れ た 第 ２
近 位 端 部 、 を 有 す る 、 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 １ 遠 位 端 部 お よ び 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の
前 記 第 ２ 近 位 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 関 節 式 連 結 組 立 体 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト は 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 対 し て 選 択 的 に 回 転 す る よ う に 、
前 記 制 御 ハ ン ド ル に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 、 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 関 節 式 連 結 組 立 体 は 、
　 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト 組 立 体 の 前 記 遠 位 端 部 か ら 突 出 し て い る 、 第 １ 上 側 タ ブ と
、
　 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト 組 立 体 の 前 記 遠 位 端 部 か ら 、 前 記 第 １ 上 側 タ ブ か ら 間 隔 を
あ け て 突 出 し て い る 、 第 １ 下 側 タ ブ と 、
　 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 ２ 近 位 端 部 か ら 突 出 し て い る 、 第 ２ 上 側 タ ブ と 、
　 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 ２ 近 位 端 部 か ら 、 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ か ら 間 隔 を あ
け て 突 出 し て い る 、 第 ２ 下 側 タ ブ と 、
　 前 記 第 １ 上 側 タ ブ お よ び 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ の 間 に 広 が る 大 き さ に 形 成 さ れ た 上 側 ダ ブ ル
ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 １ 上 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ 上 側 ピ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 上 側 ピ ボ ッ ト ピ ン 、
　 を 有 す る 、 前 記 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 と 、
　 前 記 第 １ 下 側 タ ブ お よ び 前 記 第 ２ 下 側 タ ブ の 間 に 広 が る 大 き さ に 形 成 さ れ た 下 側 ダ ブ ル
ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 １ 下 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ 下 側 ピ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 下 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 下 側 ピ ン 、
　 を 有 す る 、 前 記 下 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 と 、
　 を 備 え る 、
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　 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 内 で 支 持 さ れ て い る 、 回 転 可 能 な 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 、
　 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 回 転 可 能 な 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 は 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 設 け ら れ て い る ア ク チ ュ エ ー タ シ ャ フ ト に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ
た 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル の 中 で 支 持 さ れ て い る モ ー タ に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ た 、 近 位 駆 動 シ ャ
フ ト 部 分 と 、
　 前 記 ハ ン ド ル が 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 に 対 し て 関 節 運 動 さ せ ら れ た と き に 、 前 記 近
位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 が 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 に 対 し て 関 節 運 動 で き る よ う に 、 前 記 遠
位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と の 間 に 連 結 さ れ た 、 駆 動 シ ャ フ ト 関 節
式 連 結 部 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、 自 在 継 ぎ 手 を 含 む 、 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、 ね じ り ケ ー ブ ル を 含 む 、 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、
　 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 近 位 端 部 と 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 遠 位 端 部 と の 間 で
回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 、 中 央 傘 歯 車 と 、
　 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 前 記 近 位 端 部 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 中 央 傘 歯 車 と か み 合
っ て 係 合 し て い る 、 第 １ 遠 位 傘 歯 車 と 、
　 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 前 記 遠 位 端 部 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 中 央 傘 歯 車 と か み 合
っ て 係 合 し て い る 、 第 １ 近 位 傘 歯 車 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 お よ び 前 記 制 御 ハ ン ド ル と 協 働 し て 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル を 前
記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 に 対 し て 所 望 の 位 置 に 選 択 的 に ロ ッ ク す る 、 ロ ッ ク シ ス テ ム 、
　 を さ ら に 備 え る 、 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト は 、 細 長 い シ ャ フ ト 軸 を 有 し 、
　 前 記 関 節 式 連 結 部 は 、 前 記 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト が 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 軸 に 実 質 的 に
垂 直 で あ る 少 な く と も １ つ の 回 転 軸 の 回 り に 、 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト に 対 し て 軸 回
転 で き る よ う に 、 形 成 さ れ て い る 、
　 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 手 術 器 具 に お い て 、
　 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 連 結 さ れ た 、 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 で あ っ て 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 共 に 前 記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 す る た め に 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク
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タ に 隣 接 す る 遠 位 部 、 お よ び 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ お よ び 前 記 遠 位 部 が 前 記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ た と き に 、 前 記
ト ロ カ ー ル か ら 突 出 す る 、 前 記 遠 位 部 か ら 離 れ て い る 近 位 部 、
　 を 有 す る 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 と 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 前 記 近 位 部 に 関 節 運 動 で き る よ う に 連 結 さ れ た 、 前 記 エ ン
ド エ フ ェ ク タ を 制 御 す る 手 段 と 、
　 を 備 え る 、 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 手 術 器 具 に お い て 、
　 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 制 御 ハ ン ド ル で あ っ て 、 当 該 制 御 ハ ン ド ル の 中 に 少 な く と も １ つ の 駆 動 用 モ ー タ を 作 動
可 能 に 支 持 し て い る 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル と 、
　 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト で あ っ て 、
　 　 細 長 い シ ャ フ ト 軸 の 回 り に 選 択 的 に 回 転 す る よ う に 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 回 転 可 能 に
連 結 さ れ て い る 、 第 １ 近 位 端 部 、 お よ び 、
　 　 第 １ 遠 位 端 部 、
　 を 有 す る 、 前 記 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト と 、
　 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト で あ っ て 、
　 　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 軸 に 沿 っ て 軸 方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ
を 選 択 的 に 動 か す た め に 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 遠 位 端 部
、 お よ び 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ た と き に 、 前 記 ト ロ カ ー ル か ら 突
出 す る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 第 ２ 近 位 端 部 、
　 を 有 す る 、 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 １ 遠 位 端 部 か ら 突 出 し て い る 、 第 １ 上 側 タ ブ
と 、
　 前 記 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 １ 遠 位 端 部 か ら 突 出 し て い て 、 前 記 第 １ 上 側
タ ブ か ら 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 、 第 １ 下 側 タ ブ と 、
　 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 ２ 近 位 端 部 か ら 突 出 し て い る 、 第 ２ 上 側 タ ブ
と 、
　 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 ２ 近 位 端 部 か ら 突 出 し て い て 、 前 記 第 ２ 上 側
タ ブ か ら 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 、 第 ２ 下 側 タ ブ と 、
　 前 記 第 １ 上 側 タ ブ と 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ と の 間 に 広 が る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 上 側 ダ ブ ル
ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 １ 上 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ 上 側 ピ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 上 側 ピ ボ ッ ト ピ ン 、
　 を 有 す る 、 前 記 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 と 、
　 前 記 第 １ 下 側 タ ブ と 前 記 第 ２ 下 側 タ ブ と の 間 に 広 が る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 下 側 ダ ブ ル
ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 １ 下 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ 下 側 ピ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 下 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 下 側 ピ ン 、
　 を 有 す る 、 前 記 下 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 と 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ た 、 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト で あ っ て 、 前 記 近 位 中 空 シ ャ
フ ト セ グ メ ン ト を 貫 通 し て 延 び 、 か つ 、 前 記 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 １ 遠 位
端 部 か ら 突 出 し て い る 、 前 記 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト を 貫 通 し て 延 び て い る 、 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト で あ っ て
、
　 　 前 記 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト の 遠 位 端 部 に 隣 接 す る 、 近 位 端 部 、 お よ び 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 取 り 付 け ら れ た 、 遠 位 端 部 、
　 　 を 有 し 、
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　 　 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト を 前 記 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト に 対 し て 選 択 的 に 軸 方 向
に 動 か す こ と が で き る よ う に 、 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト 内 部 で 支 持 さ れ て い る 、
　 前 記 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト の 中 で 作 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 で あ
っ て 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 中 に 設 け ら れ て い る ア ク チ ュ エ ー タ シ ャ フ ト に 連 結 さ れ て
い る 、 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 、
　 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 で あ っ て 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル の 中 の 少 な く と も １ つ の 駆 動 用 モ ー
タ の １ つ に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト 内 部 で 作 動 可 能 に
支 持 さ れ て い る 、 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 、
　 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 で あ っ て 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル が 、 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン
ト に 対 し て 関 節 運 動 さ せ ら れ た と き に 、 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 が 、 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ
フ ト 部 分 に 対 し て 関 節 運 動 で き る よ う に 、 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 前 記 近 位 駆 動 シ ャ
フ ト 部 分 と の 間 に 連 結 さ れ た 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 と 、
　 を 備 え た 、 手 術 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 関 連 出 願 の ク ロ ス リ フ ァ レ ン ス 〕
　 本 願 は 、 以 下 の 米 国 特 許 出 願 に 関 連 し て い る 。 以 下 の 米 国 特 許 出 願 は 、 参 照 す る こ と に
よ り 全 内 容 が 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 １ ． 発 明 の 名 称 ： 「 ユ ー ザ フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム を 備 え た 手 術 用 電 動 切 断 ／ 結 合 器 具
（ MOTOR-DRIVEN SURGICAL CUTTING AND FASTENING INSTRUMENT WITH USER FEEDBACK SYST
EM） 」 、 発 明 者 ： フ レ ド リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelt
on, IV） 、 ジ ョ ン ・ オ ウ ワ ー カ ー ク （ John Ouwerkerk） 、 お よ び ジ ェ ロ ー ム ・ ア ー ル ・ モ
ル ガ ン （ Jerome R. Morgan） （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ５ １ ９ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ６ ８ ７ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 ２ ． 発 明 の 名 称 ： 「 荷 重 の 力 の フ ィ ー ド バ ッ ク を 備 え た 手 術 用 電 動 切 断 ／ 結 合 器 具 （ MO
TOR-DRIVEN SURGICAL CUTTING AND FASTENING INSTRUMENT WITH LOADING FORCE FEEDBACK
） 」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelton
, IV） 、 ジ ョ ン ・ エ ヌ ・ オ ウ ワ ー カ ー ク （ John N. Ouwerkerk） 、 ジ ェ ロ ー ム ・ ア ー ル ・
モ ル ガ ン （ Jerome R. Morgan） 、 お よ び ジ ェ フ リ ー ・ エ ス ・ ス ウ ェ イ ズ （ Jeffrey S. Swa
yze） （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ５ １ ６ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ６ ９ ２ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 ３ ． 発 明 の 名 称 ： 「 位 置 感 覚 フ ィ ー ド バ ッ ク を 備 え た 手 術 用 電 動 切 断 ／ 結 合 器 具 （ MOTO
R-DRIVEN SURGICAL CUTTING AND FASTENING INSTRUMENT WITH TACTILE POSITION FEEDBAC
K） 」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelto
n, IV） 、 ジ ョ ン ・ エ ヌ ・ オ ウ ワ ー カ ー ク （ John N. Ouwerkerk） 、 ジ ェ ロ ー ム ・ ア ー ル ・
モ ル ガ ン （ Jerome R. Morgan） 、 お よ び ジ ェ フ リ ー ・ エ ス ・ ス ウ ェ イ ズ （ Jeffrey S. Swa
yze） （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ５ １ ５ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ６ ９ ３ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 ４ ． 発 明 の 名 称 ： 「 適 応 性 ユ ー ザ ー フ ィ ー ド バ ッ ク を 備 え た 手 術 用 電 動 切 断 ／ 結 合 器 具
（ MOTOR-DRIVEN SURGICAL CUTTING AND FASTENING INSTRUMENT WITH ADAPTIVE USER FEED
BACK） 」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. She
lton, IV） 、 ジ ョ ン ・ エ ヌ ・ オ ウ ワ ー カ ー ク （ John N. Ouwerkerk） 、 お よ び ジ ェ ロ ー ム
・ ア ー ル ・ モ ル ガ ン （ Jerome R. Morgan） （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ５ １ ３ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ６ ９ ４ Ｕ
Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 ５ ． 発 明 の 名 称 ： 「 関 節 運 動 可 能 な エ ン ド エ フ ェ ク タ を 備 え た 手 術 用 電 動 切 断 ／ 結 合 器
具 （ MOTOR-DRIVEN SURGICAL CUTTING AND FASTENING INSTRUMENT WITH ARTICULATABLE EN
D EFFECTOR） 」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick 
E. Shelton, IV） お よ び ク リ ス ト フ ・ エ ル ・ ギ リ ウ ム （ Christoph L. Gillum） （ Ｋ ＆ Ｌ
Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ６ ９ ２ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７ ６ ９ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 ６ ． 発 明 の 名 称 ： 「 機 械 式 閉 鎖 シ ス テ ム を 備 え た 手 術 用 電 動 切 断 ／ 結 合 器 具 （ MOTOR-DR
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IVEN SURGICAL CUTTING AND FASTENING INSTRUMENT WITH MECHANICAL CLOSURE SYSTEM）
」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelton, 
IV） お よ び ク リ ス ト フ ・ エ ル ・ ギ リ ウ ム （ Christoph L. Gillum） （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ６
９ ３ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７ ７ ０ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 ７ ． 発 明 の 名 称 ： 「 閉 鎖 ト リ ガ ー ロ ッ ク 機 構 を 備 え た 手 術 用 切 断 ／ 結 合 器 具 （ SURGICAL
 CUTTING AND FASTENING INSTRUMENT WITH CLOSURE TRIGGER LOCKING MECHANISM） 」 、 発
明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelton, IV） お
よ び ケ ビ ン ・ ア ー ル ・ ド ー ル （ Kevin R. Doll） （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ６ ９ ４ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７
７ １ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 ８ ． 発 明 の 名 称 ： 「 手 術 用 電 動 切 断 ／ ス テ ー プ ル 止 め 具 の た め の 歯 車 装 置 選 択 器 （ GEAR
ING SELECTOR FOR A POWERED SURGICAL CUTTING AND FASTENING STAPLING INSTRUMENT）
」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelton, 
IV） 、 ジ ェ フ リ ー ・ エ ス ・ ス ウ ェ イ ズ （ Jeffrey S. Swayze） 、 ユ ー ジ ン ・ エ ル ・ テ ィ ム
パ ー マ ン （ Eugene L. Timperman） （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ６ ９ ７ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７ ７ ２ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ
）
　 ９ ． 発 明 の 名 称 ： 「 記 録 機 能 を 備 え た 手 術 器 具 （ SURGICAL INSTRUMENT HAVING RECORDI
NG CAPABILITIES） 」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frede
rick E. Shelton, IV） 、 ジ ョ ン ・ エ ヌ ・ オ ウ ワ ー カ ー ク （ John N. Ouwerkerk） 、 ユ ー ジ
ン ・ エ ル ・ テ ィ ム パ ー マ ン （ Eugene L. Timperman） （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ６ ９ ８ ／ Ｅ Ｎ Ｄ
５ ７ ７ ３ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 １ ０ ． 発 明 の 名 称 ： 「 取 り 外 し 可 能 な バ ッ テ リ を 備 え た 手 術 器 具 （ SURGICAL INSTRUMEN
T HAVING A REMOVABLE BATTERY） 」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ
ォ ー ス （ Frederick E. Shelton, IV） 、 ケ ビ ン ・ ア ー ル ・ ド ー ル （ Kevin R. Doll） 、 ジ
ェ フ リ ー ・ エ ス ・ ス ウ ェ イ ズ （ Jeffrey S. Swayze） 、 お よ び ユ ー ジ ン ・ テ ィ ム パ ー マ ン
（ Eugene. Timperman） 、 （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ６ ９ ９ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７ ７ ４ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 １ １ ． 発 明 の 名 称 ： 「 電 子 ロ ッ ク ア ウ ト お よ び 電 子 ロ ッ ク ア ウ ト を 含 む 手 術 器 具 （ ELEC
TRONIC LOCKOUTS AND SURGICAL INSTRUMENT INCLUDING SAME） 」 、 発 明 者 ： ジ ェ フ リ ー ・
エ ス ・ ス ウ ェ イ ズ （ Jeffrey S. Swayze） 、 フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ
ー ス （ Frederick E. Shelton, IV） 、 お よ び ケ ビ ン ・ ア ー ル ・ ド ー ル （ Kevin R. Doll）
（ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ７ ０ ０ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７ ７ ５ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 １ ２ ． 発 明 の 名 称 ： 「 平 行 な 閉 鎖 と ア ン ビ ル の 整 合 要 素 を 有 す る 回 転 式 発 射 ／ 閉 鎖 シ ス
テ ム を 備 え た 手 術 用 電 気 機 械 切 断 ／ 結 合 器 具 （ ELECTRO-MECHANICAL SURGICAL CUTTING AN
D FASTENING INSTRUMENT HAVING A ROTARY FIRING AND CLOSURE SYSTEM WITH PARALLEL C
LOSURE AND ANVIL ALIGNMENT COMPONENTS） 」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト
ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelton, IV） 、 ス テ フ ァ ン ・ ジ ェ イ ・ バ レ ク （ Stephe
n J. Balek） 、 お よ び ユ ー ジ ン ・ エ ル ・ テ ィ ム パ ー マ ン （ Eugene L. Timperman） （ Ｋ ＆
Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ７ ０ ２ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７ ７ ７ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 １ ３ ． 発 明 の 名 称 ： 「 手 術 用 切 断 ／ 結 合 器 具 お よ び こ れ に 用 い る モ ジ ュ ラ ー エ ン ド エ フ
ェ ク タ に 使 用 す る た め の 、 組 織 ロ ケ ー タ を 備 え た ア ン ビ ル を 有 す る 使 い 捨 て カ ー ト リ ッ ジ
（ DISPOSABLE STAPLE CARTRIDGE HAVING AN ANVIL WITH TISSUE LOCATOR FOR USE WITH A
 SURGICAL CUTTING AND FASTENING INSTRUMENT AND MODULAR END EFFECTOR SYSTEM THERE
FOR） 」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shel
ton, IV） 、 マ イ ケ ル ・ エ ス ・ ク ロ ッ パ ー （ Michael S. Cropper） 、 ジ ョ シ ュ ア ・ エ ム ・
ブ ロ エ ル （ Joshua M. Broehl） 、 リ ャ ン ・ エ ス ・ ク リ ス プ （ Ryan S. Crisp） 、 ジ ャ ミ ソ
ン ・ ジ ェ イ ・ フ ロ ー ト （ Jamison J. Float） 、 お よ び ユ ー ジ ン ・ エ ル ・ テ ィ ム パ ー マ ン （
Eugene L. Timperman） （ Ｋ ＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ７ ０ ３ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７ ７ ８ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
　 １ ４ ． 発 明 の 名 称 ： 「 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム を 備 え た 手 術 器 具 （ SURGICAL INSTRUMEN
T HAVING A FEEDBACK SYSTEM） 」 、 発 明 者 ： フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ ザ ・ フ ォ
ー ス （ Frederick E. Shelton, IV） 、 ジ ェ ロ ー ム ・ ア ー ル ・ モ ル ガ ン （ Jerome R. Morgan
） 、 ケ ビ ン ・ ア ー ル ・ ド ー ル （ Kevin R. Doll） 、 ジ ェ フ リ ー ・ エ ス ・ ス ウ ェ イ ズ （ Jeffr
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ey S. Swayze） 、 お よ び ユ ー ジ ン ・ エ ル ・ テ ィ ム パ ー マ ン （ Eugene L. Timperman） （ Ｋ
＆ Ｌ Ｎ Ｇ ０ ５ ０ ７ ０ ５ ／ Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７ ８ ０ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
〔 背 景 〕
　 本 発 明 は 、 概 し て 、 内 視 鏡 手 術 器 具 に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 動 力 付 き 内 視 鏡 手 術 器 具
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 視 鏡 手 術 器 具 は 、 多 く の 場 合 、 従 来 の 切 開 手 術 装 置 よ り も 好 ま れ て お り 、 こ れ は 、 切
開 が 小 さ い と 、 手 術 後 の 回 復 時 間 を 短 く し 、 か つ 、 合 併 症 を 軽 減 す る の に 役 立 つ か ら で あ
る 。 こ の 結 果 、 ト ロ カ ー ル の カ ニ ュ ー レ に 通 し て 所 望 の 手 術 部 位 に 遠 位 エ ン ド エ フ ェ ク タ
(distal end effector)を 正 確 に 配 置 す る の に 適 し た 内 視 鏡 手 術 器 具 の 領 域 が 大 き く 進 歩
し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 般 に 、 こ の よ う な 内 視 鏡 手 術 器 具 は 、 「 エ ン ド エ フ ェ ク タ (end effector)」 、 ハ ン ド
ル 組 立 体 、 お よ び 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と ハ ン ド ル 組 立 体 と の 間 に 延 び て い る 細 長 い シ ャ フ
ト を 含 む 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ と は 、 様 々 な 方 法 で 組 織 を 捕 ら え て 、 所 望 の 診 断 効 果 ま た は
治 療 効 果 を 達 成 す る よ う に 形 成 さ れ た 器 具 の 一 部 で あ る （ 例 え ば 、 エ ン ド カ ッ タ ー 、 グ ラ
ス パ ー (grasper)、 カ ッ タ ー 、 ス テ ー プ ラ ー 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ ー (clip applier)、 ア
ク セ ス デ バ イ ス 、 薬 剤 ／ 遺 伝 子 治 療 送 達 装 置 、 お よ び 、 超 音 波 、 無 線 周 波 数 (Ｒ Ｆ )、 レ ー
ザ ー 等 を 利 用 す る エ ネ ル ギ ー デ バ イ ス ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ お よ び シ ャ フ ト は 、 患 者 の 中 に 配 置 さ れ た ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る 大
き さ に 形 成 さ れ て い る 。 細 長 い シ ャ フ ト は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 所 望 の 深 さ に 挿 入 す る こ
と を 可 能 に し 、 か つ 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を い く ら か 回 転 し て 、 患 者 の 中 で 位 置 決 め す る こ
と を 容 易 に し て い る 。 ト ロ カ ー ル を 慎 重 に 配 置 し 、 か つ 、 グ ラ ス パ ー を 、 例 え ば 別 の ト ロ
カ ー ル を 介 し て 使 用 す れ ば 、 多 く の 場 合 、 こ の 程 度 の 位 置 決 め で 十 分 で あ る 。 米 国 特 許 第
５ ， ４ ６ ５ ， ８ ９ ５ 号 に 記 載 さ れ て い る よ う な 手 術 用 吻 合 ／ 切 断 器 具 は 、 挿 入 お よ び 回 転
に よ り エ ン ド エ フ ェ ク タ を う ま く 配 置 す る 内 視 鏡 手 術 器 具 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 手 術 の 性 質 に も よ る が 、 内 視 鏡 手 術 器 具 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 配 置 を さ ら に 調 整 す る こ
と が 望 ま し い こ と が あ る 。 特 に 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 器 具 の シ ャ フ ト の 長 さ 方 向 軸 に 対 し
て 傾 け る こ と は 、 多 く の 場 合 望 ま し い 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 、 器 具 の シ ャ フ ト に 対 し て 横
切 る 動 き 、 ま た は 、 非 軸 方 向 の 動 き は 、 多 く の 場 合 、 慣 習 的 に 「 関 節 運 動 (articulation)
」 と 呼 ば れ て い る 。 こ の よ う な 関 節 運 動 に よ る 配 置 に よ り 、 例 え ば 器 官 の 後 ろ 側 の よ う な
い く つ か の 例 で 、 外 科 医 が 組 織 を よ り 掴 み や す く な る 。 さ ら に 、 関 節 運 動 に よ る 配 置 は 、
器 具 の シ ャ フ ト に よ っ て 妨 げ ら れ る こ と な く 、 内 視 鏡 を エ ン ド エ フ ェ ク タ の 後 ろ に 配 置 す
る こ と を 可 能 に し 、 都 合 が よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 手 術 用 吻 合 ／ 切 断 器 具 を 関 節 運 動 さ せ る と い う 試 み は 、 内 視 鏡 用 器 具 の 小 さ な 直 径 と い
う 制 約 内 で 、 組 織 を ク ラ ン プ 締 め し 、 か つ エ ン ド エ フ ェ ク タ を 始 動 さ せ る （ つ ま り 、 吻 合
し 、 か つ 切 断 す る ） よ う に エ ン ド エ フ ェ ク タ を 閉 鎖 す る 制 御 部 と 、 関 節 運 動 の 制 御 部 と 、
を 組 み 合 わ せ る こ と よ り 、 複 雑 に な り や す い 。 一 般 に 、 こ の ３ つ の 制 御 運 動 が 全 て 、 シ ャ
フ ト を 介 し て 長 さ 方 向 の 並 進 運 動 (longitudinal translations)と し て 伝 達 さ れ る 。 例 え
ば 、 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ７ ３ ， ８ ４ ０ 号 は 、 ア コ ー デ ィ オ ン 状 関 節 機 構 （ 「 フ レ ッ ク ス － ネ
ッ ク (flex-neck)」 ） を 開 示 し て お り 、 こ の ア コ ー デ ィ オ ン 状 関 節 機 構 は 、 各 ロ ッ ド が 、
中 心 線 軸 の 反 対 側 に そ れ ぞ れ 位 置 が ず れ て い る ２ つ の 連 結 ロ ッ ド の う ち の 一 方 を シ ャ フ ト
を 介 し て 選 択 的 に 引 っ 張 る こ と で 関 節 運 動 さ せ ら れ る 。 連 結 ロ ッ ド は 、 ひ と 続 き の 離 散 的
な 位 置 を 徐 々 に 移 動 す る (ratchet)。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 関 節 運 動 機 構 を 長 さ 方 向 に 制 御 す る 別 の 例 は 、 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ６ ５ ， ３ ６ １ 号 で あ り
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、 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ６ ５ ， ３ ６ １ 号 は 、 カ ム の 回 転 軸 (camming pivot)か ら ず れ て い る 関
節 運 動 リ ン ク 部 を 含 み 、 関 節 運 動 リ ン ク 部 を 押 す か 、 ま た は 、 引 く こ と に よ り 長 さ 方 向 に
並 進 さ せ る と 、 そ れ ぞ れ の 側 へ の 関 節 運 動 を も た ら す よ う に な っ て い る 。 同 様 に 、 米 国 特
許 第 ５ ， ７ ９ ７ ， ５ ３ ７ 号 は 、 関 節 運 動 を も た ら す よ う に シ ャ フ ト 内 を 通 る 同 様 な ロ ッ ド
を 開 示 し て い る 。 関 節 運 動 可 能 な 手 術 用 吻 合 装 置 の さ ら に 他 の 例 は 、 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ５
０ ， ５ ３ ２ 号 お よ び 第 ６ ， ６ ４ ４ ， ５ ３ ２ 号 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た タ イ プ の エ ン ド カ ッ タ ー は 、 関 節 運 動 可 能 な エ ン ド エ フ ェ ク タ を 有 し 、 外 科 医
が エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 体 内 で 正 確 に 動 か し 、 か つ 、 位 置 決 め で き る よ う に す る が 、
エ ン ド カ ッ タ ー の ハ ン ド ル の 位 置 は 、 ト ロ カ ー ル か ら 外 に 突 出 し 、 か つ 、 ハ ン ド ル に 直 接
取 り 付 け ら れ て い る シ ャ フ ト 分 の 位 置 に よ っ て 影 響 さ れ る 。 こ の た め 、 外 科 医 は ハ ン ド ル
を よ り 快 適 な 位 置 へ 動 か す こ と が で き な い 。 こ の よ う な 構 造 の た め に 、 器 具 の ハ ン ド ル が
邪 魔 な 位 置 に 配 置 さ れ 、 外 科 医 が 装 置 を 支 持 し 、 か つ 、 操 作 す る の を 困 難 に し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 ト ロ カ ー ル を 通 っ て 患 者 の 中 へ と 延 び る エ ン ド カ ッ タ ー 部 分 に 対 し て よ り
人 間 工 学 的 に 好 ま し く 、 か つ 、 快 適 な 位 置 に 選 択 的 に 配 置 さ れ 得 る ハ ン ド ル 部 分 、 を 有 す
る エ ン ド カ ッ タ ー に 対 す る 大 き な 需 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 包 括 的 な 一 態 様 で は 、 本 発 明 は 手 術 器 具 に 向 け ら れ て お り 、 こ の 手 術 器 具 は 、 ト ロ カ ー
ル に 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 備 え て い る 。 こ の 手 術 器 具 は 、
エ ン ド エ フ ェ ク タ に 連 結 さ れ た 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 を 含 む 。 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 は 、
エ ン ド エ フ ェ ク タ と 共 に ト ロ カ ー ル の 中 に 挿 入 さ れ る た め に エ ン ド エ フ ェ ク タ に 隣 接 し て
い る 遠 位 部 と 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ お よ び 遠 位 部 が ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ た と き に ト ロ カ ー
ル か ら 突 出 す る よ う に 遠 位 部 か ら 離 れ て い る 、 近 位 部 と 、 を 有 す る 。 制 御 ハ ン ド ル は 、 細
長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 近 位 部 に 関 節 運 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 ロ ッ ク 用 組 立 体 が 、 シ ャ
フ ト 組 立 体 の 近 位 部 に 対 し て ハ ン ド ル を 所 望 の 位 置 に 選 択 的 に ロ ッ ク す る た め に 設 け ら れ
て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 別 の 包 括 的 な 一 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 エ
ン ド エ フ ェ ク タ を 備 え る 手 術 器 具 に 向 け ら れ て い る 。 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 が 、 エ ン ド エ
フ ェ ク タ に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 共 に ト ロ カ ー ル の 中 に 挿 入 さ れ る
た め に エ ン ド エ フ ェ ク タ に 隣 接 す る 遠 位 部 と 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ お よ び 遠 位 部 が ト ロ カ ー
ル に 挿 入 さ れ た と き に ト ロ カ ー ル か ら 突 出 す る よ う に 遠 位 部 か ら 離 れ て い る 、 近 位 部 と 、
を 有 す る 。 手 術 器 具 は 、 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 近 位 部 に 関 節 運 動 可 能 に 連 結 さ れ た エ ン
ド エ フ ェ ク タ を 制 御 す る た め の 手 段 を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 別 の 包 括 的 な 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 エ ン
ド エ フ ェ ク タ を 備 え る 手 術 器 具 に 向 け ら れ て い る 。 手 術 器 具 は 、 制 御 ハ ン ド ル を さ ら に 備
え て お り 、 こ の 制 御 ハ ン ド ル は 、 そ の 中 で 、 少 な く と も １ つ の 駆 動 用 モ ー タ を 作 動 可 能 に
支 持 し て い る 。 第 １ 近 位 端 部 を 有 す る 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト が 、 細 長 い シ ャ フ ト 軸
の 回 り に 選 択 的 に 回 転 す る よ う に 、 制 御 ハ ン ド ル に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 近 位 中 空
シ ャ フ ト は ま た 、 第 １ 遠 位 端 部 を 有 す る 。 手 術 器 具 は 、 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト を さ
ら に 含 ん で お り 、 こ の 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト は 第 ２ 遠 位 端 部 を 有 す る 。 第 ２ 遠 位 端
部 は 、 細 長 い シ ャ フ ト 軸 に 沿 っ て 軸 方 向 に 動 く こ と に よ り 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 選 択 的 に
動 か す た め に 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ
ン ト は 、 第 ２ 近 位 端 部 を 有 し 、 こ の 第 ２ 近 位 端 部 は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ が ト ロ カ ー ル に 挿
入 さ れ た と き に ト ロ カ ー ル か ら 突 出 す る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 上 側 タ ブ お よ び 第
１ 下 側 タ ブ は 、 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 第 １ 遠 位 端 部 か ら 互 い に 間 隔 を あ け て 突 出
し て い る 。 第 ２ 上 側 タ ブ お よ び 第 ２ 下 側 タ ブ は 、 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 第 ２ 近 位
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端 部 か ら 互 い に 間 隔 を あ け て 突 出 し て い る 。 手 術 器 具 は ま た 、 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク
部 (upper double pivot link)を 備 え て お り 、 こ の 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 は 、 第 １
上 側 タ ブ と 第 ２ 上 側 タ ブ と の 間 に 延 び る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ
ン ク 部 は 、 第 １ 上 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 第 １ 上 側 ピ ン と 、 第 ２ 上 側 タ ブ に
軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 第 ２ 上 側 ピ ボ ッ ト ピ ン と 、 を 有 す る 。 第 １ 下 側 タ ブ と 第 ２ 下
側 タ ブ と の 間 に 延 び る 大 き さ に 形 成 さ れ た 下 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 が 、 第 １ 下 側 タ ブ
に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 第 １ 下 側 ピ ン と 、 第 ２ 下 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ
れ た 第 ２ 下 側 ピ ン と 、 を 有 す る 。 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト は 、 制 御 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ て
お り 、 か つ 、 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト を 通 っ て 延 び 、 近 位 中 空 シ ャ フ ト の 第 １ 遠 位 端
部 か ら 突 出 し て い る 。 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト は 、 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト を 通 っ て 延 び
、 か つ 、 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト の 遠 位 端 部 に 隣 接 す る 近 位 端 部 を 有 し て い る 。 遠 位 脊 柱 セ グ
メ ン ト は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 部 を 有 し 、 か つ 、 遠 位 中 空 シ ャ フ ト
セ グ メ ン ト が 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト に 対 し て 選 択 的 に 軸 方 向 に 動 く こ と が で き る よ う に 、 遠
位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト 内 で 支 持 さ れ て い る 。 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 が 遠 位 脊 柱 セ グ メ
ン ト の 中 で 作 動 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 か つ 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ 内 に あ る ア ク チ ュ エ ー タ
シ ャ フ ト に 連 結 さ れ て い る 。 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 は 、 制 御 ハ ン ド ル 内 に あ る 駆 動 用 モ ー
タ の １ つ に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト 内 で 作 動 可 能 に 支 持 さ
れ て い る 。 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分
と の 間 に 連 結 さ れ て い て 、 制 御 ハ ン ド ル が 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト に 対 し て 関 節 運 動 さ れ
た と き に 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 が 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 に 対 し て 関 節 運 動 で き る よ う に
し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 が 、 図 面 と 共 に 例 と し て 本 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る 。 図 面 に お
い て 、 同 様 な 符 号 は 、 同 様 の 部 品 を 説 明 す る の に 用 い ら れ て い る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
〔 詳 細 な 説 明 〕
　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 本 発 明 に 固 有 の 利 益 を 実 施 で き る 手 術 用 吻 合 ／ 切 断 器 具 （ surgical
 stapling and severing instrument） １ ０ を 描 い て い る 。 手 術 用 吻 合 ／ 切 断 器 具 １ ０ は
、 ハ ン ド ル ６ と 、 細 長 い 「 シ ャ フ ト 」 、 ま た は 、 閉 鎖 管 組 立 体 (closure tube assembly)
１ ０ ０ ０ と 、 そ の 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ た エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ と
を 備 え て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ が 、 組 織 を ク ラ ン プ 締 め し 、
切 断 し 、 か つ 、 吻 合 す る た め の エ ン ド カ ッ タ ー (endocutter)と し て 作 用 す る よ う に 形 成 さ
れ て い る が 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 異 な る 種 類 の エ ン ド エ フ ェ ク タ 、 例 え ば 、 グ ラ ス パ ー デ
バ イ ス 、 カ ッ タ ー デ バ イ ス 、 ス テ ー プ ラ ー デ バ イ ス 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ ー デ バ イ ス 、 ア
ク セ ス デ バ イ ス 、 薬 物 ／ 遺 伝 子 療 法 デ バ イ ス 、 超 音 波 デ バ イ ス 、 Ｒ Ｆ デ バ イ ス 、 ま た は レ
ー ザ ー デ バ イ ス 等 の 、 他 の 種 類 の 手 術 用 デ バ イ ス の た め の エ ン ド エ フ ェ ク タ な ど を 使 用 し
て も よ い 。 手 術 用 吻 合 ／ 切 断 器 具 １ ０ は 、 こ の 詳 細 な 説 明 が 進 む に つ れ 、 モ ー タ 駆 動 式 、
ま た は 、 「 動 力 付 き 器 具 」 と し て 描 か れ て い る が 、 当 業 者 は 分 か る で あ ろ う が 、 本 発 明 に
固 有 、 か つ 、 新 規 の 態 様 は 、 手 術 用 吻 合 ／ 切 断 器 具 、 お よ び 、 さ ら に 他 の 内 視 鏡 手 術 器 具
で あ っ て そ の エ ン ド エ フ ェ ク タ 部 分 を 操 作 す る の に 機 械 式 の （ 動 力 源 の な い ） シ ス テ ム を
利 用 す る 内 視 鏡 手 術 器 具 に 、 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 有 効 に 利 用 で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 器 具 １ ０ の ハ ン ド ル ６ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ を 動 か す た め の 閉 鎖 ト リ ガ ー (closure
 trigger)１ ８ お よ び 発 射 ト リ ガ ー (firing trigger)２ ０ を 含 ん で い て も よ い 。 当 然 の こ
と な が ら 、 異 な る 手 術 作 業 に 向 け ら れ た エ ン ド エ フ ェ ク タ を 有 す る 器 具 は 、 異 な る 数 も し
く は 異 な る 種 類 の ト リ ガ ー を 有 す る こ と で あ っ て も よ く 、 ま た は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 操
作 す る の に 適 し た 、 異 な る 数 も し く は 異 な る 種 類 の 他 の 制 御 部 を 有 す る こ と で あ っ て も よ
い 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ は 、 こ の 例 で は 、 と り わ け 、 ス テ ー プ ル 溝 型 部 材 ２ ２ と 、 軸 回
転 す る よ う に 移 動 可 能 な ア ン ビ ル ２ ４ と を 含 む 。 ス テ ー プ ル 溝 型 部 材 ２ ２ お よ び ア ン ビ ル
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２ ４ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ に ク ラ ン プ 締 め さ れ た 組 織 の 効 果 的 な 吻 合 お よ び 切 断 を 保
証 す る 間 隔 に 維 持 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル ６ は ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ 部 ２ ６ を 含 み 、 こ の ピ ス
ト ル 型 グ リ ッ プ ２ ６ の 方 に 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ が 臨 床 医 に よ っ て 軸 回 転 す る よ う に 引 か れ 、
こ れ に よ り 、 ア ン ビ ル ２ ４ が エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の ス テ ー プ ル 溝 型 部 材 ２ ２ の 方 へ ク ラ
ン プ 締 め さ れ る 、 す な わ ち 閉 じ ら れ る 。 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ は 、 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ よ り も さ
ら に 外 側 に あ る 。 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ が 、 以 下 に さ ら に 詳 述 す る よ う に 、 閉 鎖 位 置 に ロ ッ ク
さ れ る と 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ に ク ラ ン プ 締 め さ れ て い る 組 織 の 吻 合 お よ び 切 断 を 行 う
た め に 、 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ を 臨 床 医 に よ り 軸 回 転 す る よ う に 引 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 当 然 の こ と な が ら 、 用 語 「 近 位 」 お よ び 「 遠 位 」 は 、 本 明 細 書 で は 、 器 具 １ ０ の ハ ン ド
ル ６ を 握 っ て い る 臨 床 医 と の 関 係 で 用 い ら れ て い る 。 し た が っ て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２
は 、 よ り 近 位 に あ る ハ ン ド ル ６ と の 関 係 で 遠 位 に あ る 。 さ ら に 、 当 然 の こ と で あ る が 、 便
宜 お よ び 明 確 さ の た め 、 「 縦 」 お よ び 「 横 」 の よ う な 空 間 に 関 す る 用 語 は 、 本 明 細 書 で は
図 面 と の 関 係 で 用 い ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 手 術 器 具 は 、 多 く の 向 き お よ び 位 置 で 用
い ら れ る も の で あ る の で 、 こ れ ら の 用 語 は 、 限 定 を し 、 か つ 、 絶 対 的 で あ る こ と を 意 図 し
て い な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ は 、 最 初 に 動 か す こ と が で き る 。 臨 床 医 が エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の 配
置 に 納 得 し た ら 、 臨 床 医 は 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ を ピ ス ト ル 型 ク リ ッ プ ２ ６ の 直 近 の 、 完 全 に
閉 じ ら れ て 、 ロ ッ ク さ れ た 位 置 ま で 引 く こ と が で き る 。 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ は 、 次 に 動 か す
こ と が で き る 。 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ は 、 以 下 に 、 よ り 完 全 に 詳 述 す る よ う に 、 臨 床 医 が 押 す
の （ pressure） を 止 め た （ remove） と き 、 （ 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に ） 開 い
た 位 置 ま で 戻 る 。 ハ ン ド ル ６ に あ り 、 本 実 施 形 態 で は ハ ン ド ル の ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ ２ ６
に あ る リ リ ー ス ボ タ ン ３ ０ は 、 押 し 込 ま れ た と き に 、 ロ ッ ク さ れ た 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ を 解
放 す る こ と で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 様 々 な 実 施 形 態 に よ る 、 あ る エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の 分 解 図 で あ る 。 図 示 の 実
施 形 態 に 示 さ れ て い る よ う に 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ は 、 前 述 し た 溝 型 部 材 ２ ２ お よ び ア
ン ビ ル ２ ４ に 加 え て 、 ナ イ フ お よ び ス レ ッ ド の 駆 動 部 材 (knife and sled driving member
)３ ２ 、 ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ ３ ４ 、 ヘ リ カ ル ス ク リ ュ ー シ ャ フ ト (helical screw shaf
t)３ ６ 、 お よ び 、 溝 型 部 材 構 造 体 ２ ２ に 取 り 付 け ら れ た ベ ア リ ン グ ３ ８ を 含 ん で い て も よ
い 。 ア ン ビ ル ２ ４ は 、 溝 型 部 材 ２ ２ に 近 位 回 転 軸 ポ イ ン ト (proximate pivot point)に お
い て 軸 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い て も よ い 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 ア ン ビ ル ２ ４ は 、
そ の 近 位 端 部 で 横 向 き に 突 出 し た ピ ボ ッ ト ピ ン ２ ５ を 含 み 、 こ の ピ ボ ッ ト ピ ン ２ ５ は 、 溝
型 部 材 ２ ２ の 近 位 端 部 の 近 く に 形 成 さ れ た ピ ボ ッ ト 開 口 部 ２ ３ に 軸 回 転 可 能 に 係 合 す る 。
以 下 に さ ら に 詳 述 す る よ う に 、 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ が 動 か さ れ る と 、 つ ま り 、 器 具 １ ０ の 使
用 者 に よ っ て 引 か れ る と 、 ア ン ビ ル ２ ４ の ピ ボ ッ ト ピ ン ２ ５ は 、 溝 型 部 材 ２ ２ の ピ ボ ッ ト
開 口 部 ２ ３ 内 で 回 転 軸 ポ イ ン ト 回 り に ク ラ ン プ 締 め さ れ た 位 置 、 す な わ ち 閉 じ た 位 置 へ 、
軸 回 転 す る こ と が で き る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の ク ラ ン プ 締 め が 十 分 で あ れ ば 、 操 作 者
は 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ を 動 か す こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 以 下 に 詳 述 す る よ う に 、 ナ イ フ ／
ス レ ッ ド 駆 動 部 材 ３ ２ が 溝 型 部 材 ２ ２ に 沿 っ て 動 き 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ 内 で ク ラ ン プ
締 め さ れ て い る 組 織 を 切 断 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ 、 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体
１ ２ ０ ０ お よ び エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の 分 解 組 立 図 で あ る 。 図 ５ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ３ ４ 、
な ら び に 、 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 遠 位 部 、 お よ び 、 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 の 遠 位 部 の 断 面
図 で あ る 。 図 ６ は 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ お よ び 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 １ ２ ０ ０ の 別
の 分 解 組 立 図 で あ る 。 図 ７ は 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ と 、 制 御 ハ ン ド ル ６ と の 間 の
イ ン タ ー フ ェ イ ス を 図 示 し て い る 。 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 す る と 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １
０ ０ ０ の 一 実 施 形 態 は 、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ を 含 み 、 こ の 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン

10

20

30

40

50

(10) JP 2007-229449 A 2007.9.13



ト １ ０ １ ０ は 、 「 第 ２ 」 遠 位 端 部 １ ０ １ ２ お よ び 「 第 ２ 」 近 位 端 部 １ ０ １ ４ を 有 す る こ と
が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ は 、 そ の 遠 位 端 部 １ ０ １ ２ に
Ｕ 字 形 状 窓 部 １ ０ １ ６ を 有 す る 。 こ の Ｕ 字 形 状 窓 部 １ ０ １ ６ は 、 ア ン ビ ル ２ ４ に 形 成 さ れ
た 直 立 閉 鎖 タ ブ ２ ７ と 係 合 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に つ い て は 、 図 ４ を 参 照 の こ
と 。 こ の た め 、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ が 遠 位 方 向 （ 矢 印 「 Ａ 」 ） に 動 か さ れ る と
、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ が 閉 鎖 タ ブ ２ ７ に 接 触 し 、 ア ン ビ ル ２ ４ を 閉 じ た 位 置 ま
で 軸 回 転 さ せ る 。 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ が 近 位 方 向 （ 矢 印 「 Ｂ 」 ） に 動 か さ れ る
と 、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ が 、 閉 鎖 タ ブ ２ ７ に 接 触 し 、 ア ン ビ ル ２ ４ を 開 い た 位
置 へ （ 溝 型 部 材 ２ ２ か ら 離 れ る よ う に ） 軸 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ お よ び 図 ６ か ら 分 か る よ う に 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ は 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ
ン ト １ ０ ３ ０ を さ ら に 含 み 、 こ の 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ は 、 近 位 端 部 １ ０ ３ ２ と
遠 位 端 部 １ ０ ３ ４ と を 有 す る 。 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ の 遠 位 端 部 １ ０ ３ ４ は 、 遠
位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ の 近 位 端 部 １ ０ １ ４ に 、 全 体 が １ ０ ５ ０ で 示 さ れ て い る 関 節
式 連 結 部 に よ っ て 、 関 節 運 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 ５ Ａ 、 図 ５ Ｂ お
よ び 図 ６ を 参 照 す る と 、 関 節 式 連 結 部 １ ０ ５ ０ は 、 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 近 位 閉 鎖 管
セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ の 遠 位 端 部 １ ０ ３ ４ か ら 突 出 し て い る 第 １ 上 側 タ ブ １ ０ ３ ６ と 、 近 位
閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ の 遠 位 端 部 １ ０ ３ ４ か ら 、 第 １ 上 側 タ ブ １ ０ ３ ６ に 対 し て 間 隔
を あ け て 突 出 し て い る 第 １ 下 側 タ ブ １ ０ ３ ８ と を 備 え て い る 。 第 １ 上 側 タ ブ １ ０ ３ ６ は 、
第 １ 上 側 タ ブ １ ０ ３ ６ を 貫 通 す る 第 １ 上 側 ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ３ ７ を 有 し 、 第 １ 下 側 タ ブ １
０ ３ ８ は 、 第 １ 下 側 タ ブ １ ０ ３ ８ を 貫 通 す る 第 １ 下 側 ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ３ ９ を 有 す る 。 第
１ 下 側 ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ３ ９ は 、 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 上 側 ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ３
７ と 同 軸 に 位 置 が 揃 え ら れ て い る 。 同 様 に 、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ の 近 位 端 部 １
０ １ ４ は 、 近 位 端 部 １ ０ １ ４ か ら 突 出 し て い る 第 ２ 上 側 タ ブ １ ０ ２ ０ と 、 近 位 端 部 １ ０ １
４ か ら 、 第 ２ 上 側 タ ブ １ ０ ２ ０ に 対 し て 間 隔 を あ け て 突 出 し て い る 第 ２ 下 側 タ ブ １ ０ ２ ２
と を 有 す る 。 第 ２ 上 側 タ ブ １ ０ ２ ０ は 、 第 ２ 上 側 タ ブ １ ０ ２ ０ を 貫 通 す る 第 ２ 上 側 ピ ボ ッ
ト 穴 部 １ ０ ２ １ を 有 し 、 第 ２ 下 側 タ ブ １ ０ ２ ２ は 、 第 ２ 下 側 タ ブ １ ０ ２ ２ を 貫 通 す る 第 ２
下 側 ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ２ ３ を 有 す る 。 第 ２ 下 側 ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ２ ３ は 、 第 ２ 上 側 ピ ボ ッ
ト 穴 部 １ ０ ２ １ と 同 軸 に 位 置 が 揃 え ら れ て い る 。 こ れ に つ い て は 、 図 ５ Ｂ を 参 照 の こ と 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 関 節 式 連 結 部 １ ０ ５ ０ は 、 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 １ ０
６ ０ を さ ら に 含 み 、 こ の 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 １ ０ ６ ０ は 、 そ こ か ら 突 出 し て い る
第 １ 上 側 ピ ン １ ０ ６ ２ と 第 ２ 上 側 ピ ン １ ０ ６ ４ と を 有 す る 。 第 １ 上 側 ピ ン １ ０ ６ ２ は 、 第
１ 上 側 ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ３ ７ に 軸 回 転 可 能 に 収 容 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、
第 ２ 上 側 ピ ン １ ０ ６ ４ は 、 第 ２ 上 側 ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ２ １ に 軸 回 転 可 能 に 収 容 さ れ る 大 き
さ に 形 成 さ れ て い る 。 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 １ ０ ６ ０ は 、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １
０ １ ０ の 近 位 端 部 １ ０ １ ４ と 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ の 遠 位 端 部 １ ０ ３ ４ と の 間
の 所 定 位 置 に 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ お よ び 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ に よ
っ て 保 持 さ れ て い る 。 関 節 式 連 結 部 １ ０ ５ ０ は 、 下 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 １ ０ ７ ０ を
さ ら に 含 み 、 こ の 下 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 １ ０ ７ ０ は 、 そ こ か ら 突 出 し て い る 第 １ 下
側 ピ ン １ ０ ７ ２ と 第 ２ 下 側 ピ ン １ ０ ７ ４ と を 有 す る 。 第 １ 下 側 ピ ン １ ０ ７ ２ は 、 第 １ 下 側
ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ３ ９ に 軸 回 転 可 能 に 収 容 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 下 側 ピ ン
１ ０ ７ ４ は 、 第 ２ 下 側 ピ ボ ッ ト 穴 部 １ ０ ２ ３ に 軸 回 転 可 能 に 収 容 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ
て い る 。 こ れ に つ い て は 、 図 ５ Ｂ を 参 照 の こ と 。 下 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 １ ０ ７ ０ は
、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ の 近 位 端 部 １ ０ １ ４ と 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０
の 遠 位 端 部 １ ０ ３ ４ と の 間 の 所 定 位 置 に 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ お よ び 遠 位 脊 柱
管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ に よ っ て 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 １ ０ ６ ０ 、 お よ び 下 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 １ ０ ７ ０ は
、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ の 近 位 端 部 １ ０ １ ４ 、 お よ び 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０
３ ０ の 遠 位 端 部 １ ０ ３ ４ に 取 り 付 け ら れ る と 、 第 １ 上 側 ピ ン １ ０ ６ ２ お よ び 第 １ 下 側 ピ ン
１ ０ ７ ２ は 、 第 １ ピ ボ ッ ト 軸 Ｄ － Ｄ に 沿 っ て 同 軸 に 位 置 が 揃 う 。 第 １ ピ ボ ッ ト 軸 Ｄ － Ｄ は
、 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ を 貫 通 す る よ う に 延 び た 細 長 い
シ ャ フ ト の 軸 Ｃ － Ｃ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 で あ っ て も よ い 。 こ れ に つ い て は 、 図 ５ Ａ を 参
照 の こ と 。 同 様 に 、 第 ２ 上 側 ピ ボ ッ ト ピ ン １ ０ ６ ４ お よ び 第 ２ 下 側 ピ ボ ッ ト ピ ン １ ０ ７ ４
は 、 第 ２ ピ ボ ッ ト 軸 Ｅ － Ｅ に 沿 っ て 同 軸 に 位 置 が 揃 え ら れ て い る 。 様 々 な 実 施 形 態 に お い
て 、 第 ２ ピ ボ ッ ト 軸 Ｅ － Ｅ は 、 細 長 い シ ャ フ ト の 軸 Ｃ － Ｃ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 で あ り 、
か つ 、 第 １ ピ ボ ッ ト 軸 Ｄ － Ｄ に 対 し て 実 質 的 に 平 行 で あ る 。 読 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、
こ の よ う な 構 造 に よ り 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ が 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０
に 対 し て 回 転 軸 Ｄ － Ｄ お よ び 回 転 軸 Ｅ － Ｅ 回 り に 軸 回 転 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ お よ び 図 ７ に 見 ら れ る よ う に 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ の 近 位 端 部 １ ０ ３ ２
は 、 そ の 近 位 端 部 １ ０ ３ ２ の 周 囲 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 取 り 付 け 用 溝 部 を 有 し 、 近 位 端 部 １
０ ３ ２ を 、 制 御 ハ ン ド ル ６ の 内 部 で 支 持 さ れ て い る キ ャ リ ッ ジ 組 立 体 ２ ５ ５ に 連 結 で き る
よ う に な っ て い る 。 こ れ は 、 以 下 に 詳 述 す る よ う に 、 シ ャ フ ト 組 立 体 １ ０ ０ ０ に 遠 位 方 向
Ａ お よ び 近 位 方 向 Ｂ の そ れ ぞ れ の 軸 方 向 移 動 を さ せ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 は 、 全 体 を １ １ ０ ０ で 示 す 細 長 い 脊 柱 管 組 立 体 を さ ら に 含 み 、
こ の 細 長 い 脊 柱 管 組 立 体 は 、 中 で 駆 動 シ ャ フ ト の 様 々 な 構 成 要 素 を 支 持 す る た め に 、 細 長
い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ を 通 っ て 延 び て い る 。 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 細 長 い 脊 柱 管 組
立 体 １ １ ０ ０ は 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ を 備 え て お り 、 こ の 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン
ト １ １ １ ０ は 、 近 位 端 部 １ １ １ ２ お よ び 遠 位 端 部 １ １ １ ４ を 有 す る 。 近 位 端 部 １ １ １ ２ は
、 制 御 ハ ン ド ル ６ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る ア タ ッ チ メ ン ト バ ー ２ ６ ０ に 連 結 さ れ る よ う に
形 成 さ れ て い る が 、 こ れ に つ い て は 後 に 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ か ら 分 か る よ う に 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ の 遠 位 端 部 １ １ １ ４ は 、 そ の 遠
位 端 部 １ １ １ ４ か ら 突 出 し て い る 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ２ ０ を 有 す る 。 こ の 下 側 ピ ボ ッ ト
タ ブ １ １ ２ ０ の 目 的 に つ い て は 、 後 に 詳 述 す る 。 こ れ も 図 ６ か ら 分 か る よ う に 、 近 位 脊 柱
管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ は 、 第 １ の 軸 方 向 に 延 び た 駆 動 シ ャ フ ト 用 穴 部 １ １ １ ６ を 有 す る 。
第 １ の 軸 方 向 に 伸 び た 駆 動 シ ャ フ ト 用 穴 部 １ １ １ ６ は 、 こ れ も 後 に 詳 述 す る よ う に 、 駆 動
シ ャ フ ト 用 穴 部 １ １ １ ６ の 中 に 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 １ ２ ０ ０ の 一 部 が 収 ま る よ う に 、 近 位
脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ を 貫 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 細 長 い 脊 柱 組 立 体 １ １ ０ ０ は ま た 、 近 位 端 部 １ １ ３ ２ お よ び 遠 位 端 部 １ １ ３ ４ を 有 す る
遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ を 含 ん で い る 。 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ は 、 遠 位 脊
柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ を 軸 方 向 に 貫 通 す る 駆 動 シ ャ フ ト 用 穴 部 １ １ ３ ６ を 有 す る 。 遠 位
脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ の 遠 位 端 部 １ １ ３ ４ は 、 溝 型 部 材 ２ ２ に 取 り 付 け る よ う に も 作
ら れ て い る 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ の 遠 位 端 部 １ １
３ ４ は 、 一 対 の 取 り 付 け 柱 部 １ １ ３ ８ で あ っ て 、 溝 型 部 材 ２ ２ の 端 部 に 形 成 さ れ た 溝 部 ２
９ へ の 係 合 が 保 持 さ れ る よ う に 形 成 さ れ た 取 り 付 け 柱 部 １ １ ３ ８ を 備 え る よ う に 形 成 さ れ
て い て も よ い 。 こ れ に つ い て は 、 図 ３ を 参 照 の こ と 。 取 り 付 け 柱 部 １ １ ３ ８ は 、 遠 位 脊 柱
セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ が 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ の 中 に 包 含 さ れ て い る こ と に よ り 、
溝 部 ２ ９ の 中 に 保 持 さ れ る こ と で あ っ て も よ く 、 こ れ に よ り 、 溝 型 部 材 ２ ２ お よ び 遠 位 脊
柱 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ の 両 方 が 常 に 同 じ 中 心 線 を 有 す る よ う に な り 、 か つ 、 遠 位 脊 柱 管 セ
グ メ ン ト １ １ ３ ０ の 遠 位 端 部 １ １ ３ ４ が 溝 型 部 材 ２ ２ に 固 定 し て 連 結 さ れ る よ う に な る 。
読 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、 細 長 い 脊 柱 管 組 立 体 １ １ ０ ０ は 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０
０ に 対 し て 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 が 細 長 い 脊 柱 管 組 立 体 １ １ ０ ０ の 上 を 自 由 に 軸 方 向 に 移
動 で き る よ う な 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ ～ 図 ６ か ら 分 か る よ う に 、 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 １ ２ ０ ０ は 、 細 長 い 脊 柱 管 組 立 体 １
１ ０ ０ の 内 部 で 動 作 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 細 長 い 脊 柱 管 組 立 体 １ １ ０ ０ は 、 細 長 い 閉 鎖
管 組 立 体 １ ０ ０ ０ の 内 部 で 支 持 さ れ て い る 。 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 駆 動 シ ャ フ ト 組 立
体 １ ２ ０ ０ は 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 部 分 (proximate drive shaft portion)１ ２ ０ ２ と
、 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 １ ２ ２ ０ と 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ １ ０ と を 備 え て い る
。 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ は 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ の 中 の 細 長 い 駆 動 シ
ャ フ ト 用 穴 部 １ １ １ ６ を 貫 通 し て 延 び る 大 き さ に 形 成 さ れ て お り 、 細 長 い 駆 動 シ ャ フ ト 用
穴 部 １ １ １ ６ の 内 部 で ベ ア リ ン グ １ ２ ０ ３ に よ り 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い て も よ い 。 近 位
駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ は 、 近 位 端 部 １ ２ ０ ４ お よ び 遠 位 端 部 １ ２ ０ ６ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ １ ０ は 、 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ の 中 の 駆 動 シ ャ フ ト
用 穴 部 １ １ ３ ６ を 貫 通 し て 延 び る 大 き さ に 形 成 さ れ て お り 、 駆 動 シ ャ フ ト 用 穴 部 １ １ ３ ６
の 内 部 で ベ ア リ ン グ １ ２ ０ ７ に よ っ て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 こ れ に つ い て は 、 図 ５
Ｂ を 参 照 の こ と 。 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト １ ２ １ ０ は 、 近 位 端 部 １ ２ １ ２ お よ び 遠 位 端 部 １ ２ １
４ を 有 す る 。 遠 位 端 部 １ ２ １ ４ は 、 遠 位 端 部 １ ２ １ ４ に 取 り 付 け ら れ た 駆 動 ギ ア １ ２ １ ６
を 有 し 、 こ の 駆 動 ギ ア １ ２ １ ６ は 、 ヘ リ カ ル ス ク リ ュ ー シ ャ フ ト ３ ６ に 取 り 付 け ら れ た ギ
ア ５ ６ と か み 合 っ て 係 合 し て い る 。 こ れ に つ い て は 、 図 ５ Ａ を 参 照 の こ と 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ ～ 図 ６ に 示 さ れ て い る 一 実 施 形 態 で は 、 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 １ ２ ２ ０ が 、 近
位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ の 遠 位 端 部 １ ２ ０ ６ に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 近 位 傘 歯 車 (first
 proximal bevel gear)１ ２ ２ ２ を 備 え て い る 。 逃 げ 開 口 部 (clearance opening)１ １ ２ ２
が 第 １ 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ２ ０ を 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ て お り 、 第 １ 近 位 傘 歯 車 １ ２
２ ２ が 第 １ 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ２ ０ に 対 し て 回 転 で き る よ う に し て い る 。 駆 動 シ ャ フ ト
関 節 式 連 結 部 １ ２ ２ ０ の こ の 実 施 形 態 は 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ １ ０ の 近 位 端 部 １ ２
１ ２ に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 遠 位 傘 歯 車 １ ２ ２ ４ を さ ら に 含 む 。 開 口 部 １ １ ３ ７ が 、 遠 位 脊
柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ の 近 位 端 部 １ １ ３ ２ か ら 突 出 す る 第 ２ 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ３ ５
を 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ て お り 、 第 １ 遠 位 傘 歯 車 １ ２ ２ ４ が 第 ２ 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １
３ ５ に 対 し て 自 由 に 回 転 で き る よ う に し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は ま た 、 駆 動 シ ャ フ ト 関
節 式 連 結 部 １ ２ ２ ０ が 、 軸 部 １ ２ ２ ８ に 取 り 付 け ら れ た 中 央 傘 歯 車 １ ２ ２ ６ を 備 え て お り
、 軸 部 １ ２ ２ ８ は 、 第 １ 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ２ ０ に 形 成 さ れ た 軸 回 転 穴 部 １ １ ２ ４ 、 お
よ び 第 ２ 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ３ ５ に 形 成 さ れ た 軸 回 転 穴 部 １ １ ２ ４ ’ に 軸 回 転 す る よ う
に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ に 関 し て は 、 図 ５ Ｂ を 参 照 の こ と 。 読 者 に は 分 か る で あ ろ う
が 、 軸 部 １ ２ ２ ８ は 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ の 遠 位 端 部 １ １ １ ４ を 遠 位 脊 柱 管 セ
グ メ ン ト １ １ ３ ０ の 近 位 端 部 １ １ ３ ２ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 す る 役 目 を 果 た す 。 中 央 傘
歯 車 １ ２ ２ ６ は 、 第 １ 遠 位 傘 歯 車 １ ２ ２ ４ お よ び 第 １ 近 位 傘 歯 車 １ ２ ２ ２ と か み 合 っ て 係
合 し た 状 態 で 支 持 さ れ て お り 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ の 回 転 が 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ
ト 部 分 １ ２ １ ０ に 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 １ ２ ２ ０ を 介 し て 伝 わ る よ う に し て い る 一 方
で 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ の 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ が 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立
体 １ ０ ０ ０ の 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ に 対 し て 関 節 運 動 す る と き 、 駆 動 シ ャ フ ト 組
立 体 １ ２ ０ ０ の 関 節 運 動 可 能 な 動 き を 容 易 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ０ は 、 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 の 代 替 案 １ ３ ０ ０ を 図 示 し て お り 、 こ の 駆
動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 １ ３ ０ ０ は 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ が 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト
部 分 １ ２ １ ０ に 対 し て 実 質 的 に 全 方 向 に 移 動 し や す く な る よ う に 利 用 す る こ と が で き る 。
図 か ら 分 か る よ う に 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ お よ び 細 長 い 脊 柱 管 組 立 体 １ １ ０ ０ は
、 前 述 し た 方 法 で 作 ら れ 、 か つ 、 作 動 す る こ と が で き る 。 図 ８ お よ び 図 １ ０ を 参 照 す る と
、 こ の 実 施 形 態 で は 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ の 第 １ 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ２ ０ が
遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ の 第 ２ 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ３ ５ に 縦 ピ ボ ッ ト ピ ン １ １ ３
９ に よ っ て 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ピ ボ ッ ト ピ ン １ １ ３ ９ は
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、 第 １ 下 側 ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ２ ０ の 軸 回 転 用 穴 部 １ １ ２ ４ 、 お よ び 、 第 ２ 下 側 ピ ボ ッ ト タ
ブ １ １ ３ ５ の 別 の 軸 回 転 用 穴 部 （ 不 図 示 ） に 軸 回 転 可 能 に 収 容 さ れ て い て 、 近 位 脊 柱 管 セ
グ メ ン ト １ １ １ ０ の 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ に 対 す る 、 ピ ボ ッ ト ピ ン １ １ ３ ９ に よ
っ て 画 定 さ れ る 回 転 軸 Ｇ － Ｇ 回 り の 軸 回 転 移 動 が 容 易 に で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 実 施 形 態 で も 、 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 １ ３ ０ ０ が 自 在 軸 継 ぎ 手 (universal joi
nt)１ ３ １ ０ を 備 え て お り 、 こ の 自 在 軸 継 ぎ 手 １ ３ １ ０ は 、 中 央 連 結 体 １ ３ １ ２ を 含 ん で
お り 、 中 央 連 結 体 １ ３ １ ２ は 、 近 位 ヨ ー ク 部 材 １ ３ １ ４ お よ び 遠 位 ヨ ー ク 部 材 １ ３ １ ６ に
軸 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 前 述 し た よ う に 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ の 遠 位 端
部 １ ２ ０ ６ は 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ の 中 に ベ ア リ ン グ １ ２ ０ ３ に よ っ て 回 転 可
能 に 支 持 さ れ て い る 。 近 位 ヨ ー ク 組 立 体 １ ３ １ ４ は 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ の 遠
位 端 部 １ ２ ０ ６ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 一 対 の 近 位 ピ ボ ッ ト ピ ン １ ３ １ ８ を 軸 回 転 可 能 に
収 容 す る よ う に 作 ら れ て い る 。 近 位 ピ ボ ッ ト ピ ン １ ３ １ ８ は 、 中 央 連 結 体 １ ３ １ ２ に 取 り
付 け ら れ て い る か 、 ま た は 、 中 央 連 結 体 １ ３ １ ２ の 中 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 近 位
ピ ボ ッ ト ピ ン １ ３ １ ８ は 、 中 央 連 結 体 １ ３ １ ２ の 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ に 対 す る
近 位 回 転 軸 (proximal pivot axis)Ｈ － Ｈ 回 り の 軸 回 転 移 動 を 容 易 に す る 。 近 位 回 転 軸 Ｈ
－ Ｈ は 、 細 長 い シ ャ フ ト の 軸 Ｃ － Ｃ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 同 様 に 、 遠 位 ヨ ー ク 部 材 １ ３ １ ６ は 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ １ ０ の 近 位 端 部 １ ２ １
２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 遠 位 ヨ ー ク 部 材 １ ３ １ ６ は 、 一 対 の 遠 位 ピ ボ ッ ト ピ ン １ ３ ２ ０
を 軸 回 転 可 能 に 収 容 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 遠 位 ピ ボ ッ ト ピ ン １ ３ ２ ０ は 、 中 央 連 結
体 １ ３ １ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る か 、 ま た は 、 中 央 連 結 体 １ ３ １ ２ の 中 に 形 成 さ れ て い る
。 こ の 遠 位 ピ ボ ッ ト ピ ン １ ３ ２ ０ は 、 遠 位 回 転 軸 (proximal pivot axis)Ｉ － Ｉ 回 り の 軸
回 転 移 動 を 容 易 に す る 。 遠 位 回 転 軸 Ｉ － Ｉ は 、 近 位 回 転 軸 Ｈ － Ｈ お よ び 細 長 い シ ャ フ ト の
軸 Ｃ － Ｃ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ １ Ａ お よ び 図 １ １ Ｂ は 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 構 造 で あ っ て 、 近 位
駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ が 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ １ ０ に 対 し て 実 質 的 に 全 方 向 に 移
動 が 容 易 と な る よ う に 利 用 す る こ と が で き る も の で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 ね じ り ケ ー
ブ ル １ ３ ９ ０ が 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ １ ０ の 近 位 端 部 １ ２ １ ２ と 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト
部 分 １ ２ １ ０ の 遠 位 端 部 １ ２ ０ ６ と の 間 に 取 り 付 け ら れ 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２
を 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ １ ０ に 対 し て 関 節 運 動 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 典 型 的 な 閉 鎖 シ ス テ ム に お け る 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の ア ン ビ ル ２ ４ を 閉 鎖 ト リ ガ ー
１ ８ を 引 く こ と で 閉 じ る （ ま た は ク ラ ン プ 締 め す る ） た め の 構 成 要 素 も ま た 図 ７ に 示 さ れ
て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 閉 鎖 シ ス テ ム は 、 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ に 連 結 さ れ た ヨ ー ク ２
５ ０ を 含 む 。 ピ ボ ッ ト ピ ン ２ ５ ２ が 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ お よ び ヨ ー ク ２ ５ ０ の 両 方 の 、 位 置
が 揃 っ て い る 開 口 部 に 挿 入 さ れ て い て 、 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ お よ び ヨ ー ク ２ ５ ０ の 両 方 が 同
じ ポ イ ン ト の 回 り を 回 転 す る よ う に し て い る 。 ヨ ー ク ２ ５ ０ の 遠 位 端 部 は 、 ピ ン ２ ５ ４ を
介 し て 、 閉 鎖 ブ ラ ケ ッ ト ２ ５ ５ の 第 １ 部 分 ２ ５ ６ に 連 結 さ れ て い る 。 閉 鎖 ブ ラ ケ ッ ト の 第
１ 部 分 ２ ５ ６ は 、 閉 鎖 ブ ラ ケ ッ ト の 第 ２ 部 分 ２ ５ ８ と 連 結 し て い る 。 合 わ せ る と 、 閉 鎖 ブ
ラ ケ ッ ト ２ ５ ５ が 開 口 部 を 画 定 し 、 こ の 開 口 部 に は 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ の 近
位 端 部 １ ０ ３ ２ が 設 置 さ れ 、 か つ 、 保 持 さ れ 、 閉 鎖 ブ ラ ケ ッ ト ２ ５ ５ の 長 さ 方 向 の 動 き に
よ り 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ が （ そ し て 、 最 終 的 に 、 細 長 い 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０
が ） 長 さ 方 向 に 動 く よ う に し て い る 。 器 具 １ ０ は 、 閉 鎖 ロ ッ ド ２ ６ ０ を さ ら に 含 み 、 こ の
閉 鎖 ロ ッ ド ２ ６ ０ は 、 近 位 閉 鎖 管 １ ０ ３ ０ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 閉 鎖 ロ ッ ド ２ ６ ０ は
、 窓 部 ２ ６ １ が あ っ て も よ く 、 こ の 窓 部 ２ ６ １ の 中 に 、 図 示 の 実 施 形 態 に お け る 外 部 下 側
部 品 ５ ９ の よ う な 、 ハ ン ド ル 外 側 部 品 の 一 方 に あ る 柱 部 (post)２ ６ ３ が 配 置 さ れ 、 閉 鎖 ロ
ッ ド ２ ６ ０ を ハ ン ド ル ６ に 固 定 し て 接 続 す る よ う に 、 窓 部 ２ ６ １ は 、 配 置 さ れ る 。 こ れ に
よ り 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ が 閉 鎖 ロ ッ ド ２ ６ ０ に 対 し て 長 さ 方 向 に 動 く こ と が
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で き る 。 閉 鎖 ロ ッ ド ２ ６ ０ は 、 さ ら に 遠 位 環 状 部 ２ ６ ７ を 含 ん で い て も よ く 、 こ の 遠 位 環
状 部 ２ ６ ７ は 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ の 近 位 端 部 １ １ １ ２ に あ る 空 洞 部 １ １ １ １
に 適 合 し 、 キ ャ ッ プ １ １ １ ３ に よ っ て そ の 空 洞 部 １ １ １ １ 内 に 保 持 さ れ る （ 図 ６ か ら 図 ８
お よ び 図 １ ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 作 動 時 、 ヨ ー ク ２ ５ ０ が 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ の 後 退 に よ り 回 転 す る と 、 閉 鎖 ブ ラ ケ ッ ト ２
５ ５ に よ り 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ が 近 位 の 方 へ （ つ ま り 、 器 具 １ ０ の ハ ン ド ル
側 の 方 へ ） 動 き 、 こ れ に よ り 、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ が 近 位 の 方 へ 動 く 。 タ ブ ２
７ が 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ の 窓 部 ４ ５ を 貫 通 し て 延 び て い る の で 、 遠 位 閉 鎖 管 が
近 位 の 方 へ 動 く と 、 タ ブ ２ ７ に よ り ア ン ビ ル が 開 く 。 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ が ロ ッ ク さ れ た 位
置 か ら 解 放 さ れ る と 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ が 遠 位 の 方 へ ス ラ イ ド し 、 こ れ に よ
り 、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ が 遠 位 の 方 へ ス ラ イ ド す る 。 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １
０ １ ０ は 、 タ ブ ２ ７ の 遠 位 に あ る 閉 鎖 縁 部 ２ ７ ’ と 相 互 作 用 す る こ と に よ り 、 ア ン ビ ル ２
４ を 遠 位 の 方 へ 駆 動 し て 、 ア ン ビ ル ２ ４ を 閉 じ さ せ る 。 ア ン ビ ル ２ ４ の 遠 位 方 向 の 動 き に
よ り 、 ア ン ビ ル ピ ン ２ ５ が 遠 位 方 向 に 動 か さ れ て 溝 型 部 材 ２ ２ に あ る カ ム ス ロ ッ ト ２ ３ を
上 げ さ せ る こ と に よ り 、 さ ら に 閉 鎖 が 達 成 さ れ 、 こ の よ う な カ ム 作 用 、 お よ び 遠 位 閉 鎖 管
セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ が ２ つ の 部 品 の 周 り を 輪 で 締 め る よ う に 拘 束 す る こ と に よ り 圧 縮 荷 重
を 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 閉 鎖 ト リ ガ ー １ ８ を 引 い て ロ ッ ク す る こ と に よ り 、 操 作
者 は 、 ア ン ビ ル ２ ４ と 、 溝 型 部 材 ２ ２ 内 に 取 り 付 け ら れ た カ ー ト リ ッ ジ ３ ４ と の 間 に 組 織
を ク ラ ン プ 締 め す る こ と が で き 、 か つ 、 閉 鎖 ト リ ガ ー ２ ０ を ロ ッ ク さ れ た 位 置 か ら 解 放 す
る こ と に よ り 、 切 断 操 作 ／ 吻 合 操 作 の 後 に 組 織 の ク ラ ン プ 締 め を 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ 、 お よ び 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト の 遠
位 端 部 １ ０ １ ２ は 、 ト ロ カ ー ル 組 立 体 ９ ０ ０ を 介 し て 患 者 に 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ
て い る 。 こ の よ う な ト ロ カ ー ル 組 立 体 は 、 当 該 技 術 で 公 知 で あ り 、 そ れ 故 に 、 そ の 構 成 お
よ び 動 作 を 本 明 細 書 で 詳 細 に は 論 じ な い 。 例 え ば 、 フ レ ド リ ッ ク ら (Frederick et al.)に
付 与 さ れ た 、 発 明 の 名 称 が 「 穿 通 お よ び 皮 膚 切 開 用 の ト ロ カ ー ル の 使 用 方 法 (METHOD FOR 
USING A TROCAR FOR PENETRATION AND SKIN INCISION)」 で あ る 米 国 特 許 第 ６ ， ０ １ ７ ，
３ ５ ６ 号 は 、 様 々 な ト ロ カ ー ル 組 立 体 を 開 示 し て お り 、 米 国 特 許 第 ６ ， ０ １ ７ ， ３ ５ ６ 号
の 開 示 内 容 は 、 参 照 に よ り 、 そ の 全 部 が 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。 読 者 に は も ち ろ ん 分 か
る で あ ろ う が 、 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 し な い 構 造
で 様 々 な 異 な る ト ロ カ ー ル 、 カ ニ ュ ー レ 等 と 共 に 有 効 に 利 用 で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明
の 様 々 な 実 施 形 態 お よ び そ れ ら と 均 等 な 構 造 は 、 如 何 な る 場 合 に も 、 本 明 細 書 に 例 と し て
記 載 さ れ た 特 定 の 種 類 の ト ロ カ ー ル と の 使 用 に 限 定 さ れ て は な ら な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ か ら 分 か る よ う に 、 ト ロ カ ー ル 組 立 体 ９ ０ ０ は 、 カ ニ ュ ー レ 組 立 体 ９ ０ ２ を 含 み 、
こ の カ ニ ュ ー レ 組 立 体 ９ ０ ２ は カ ニ ュ ー レ ハ ウ ジ ン グ ９ ０ ４ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 エ ン
ド エ フ ェ ク タ １ ２ 、 お よ び 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ の 遠 位 端 部 １ ０ １ ２ は 、 カ ニ ュ
ー レ ハ ウ ジ ン グ ９ ０ ４ お よ び カ ニ ュ ー レ 組 立 体 ９ ０ ２ を 介 し て 患 者 に 挿 入 さ れ る 大 き さ に
形 成 さ れ て い る 。 行 わ れ る 手 技 に よ り 、 か つ 、 手 術 を 施 す 器 官 の 場 所 に よ り 、 ト ロ カ ー ル
９ ０ ０ に 挿 入 さ れ る 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ の 長 さ は 様 々 で あ り う る 。 ト ロ カ ー ル
９ ０ ０ に 挿 入 さ れ る よ う に 形 成 さ れ た 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ ０ ０ の 部 分 は 、 本 明 細 書 で は 「 遠
位 部 」 １ ０ ０ ２ と 呼 び 、 近 位 端 部 １ ０ １ ４ ま で 、 遠 位 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ １ ０ の 実 質 的 に 全
て を 含 み 、 こ の た め 、 関 節 式 連 結 部 １ ０ ５ ０ が ト ロ カ ー ル ９ ０ ０ の 外 に 残 り 、 外 科 医 ま た
は 臨 床 医 が ハ ン ド ル ６ を ト ロ カ ー ル 内 の 遠 位 部 １ ０ ０ ２ に 対 し て 関 節 運 動 さ せ ら れ る よ う
に 操 作 で き る 。 読 者 に は こ れ も 分 か る で あ ろ う が 、 遠 位 部 １ ０ ０ ２ は 、 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ
ン ト １ ０ １ ０ の 全 長 よ り も い く ら か 短 く 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の よ う に 、 本 発 明 の 様 々 な
実 施 形 態 に よ り 、 外 科 医 は 、 装 置 １ ０ の ハ ン ド ル ６ を 手 術 中 に よ り 人 間 工 学 的 に 快 適 な 位
置 ま で ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 １ ０ ６ ０ お よ び １ ０ ７ ０ 回 り に 関 節 運 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に は 、 ロ ッ ク シ ス テ ム １ ４ ０ ０ が さ ら に 設 け ら れ て い て も よ く
、 こ の ロ ッ ク シ ス テ ム １ ４ ０ ０ に よ り 、 外 科 医 は 、 ハ ン ド ル を 、 ト ロ カ ー ル ９ ０ ０ に 挿 入
さ れ た 装 置 部 分 に 対 し て 所 望 の 位 置 に ロ ッ ク で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 １ ２ ～ 図 １ ５ を
参 照 し て 、 ロ ッ ク シ ス テ ム の あ る 実 施 形 態 は 、 ハ ン ド ル ６ の 前 側 部 分 ７ に 取 り 付 け ら れ た
回 転 可 能 な ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 １ ４ ０ ２ の 内 で 支 持 さ れ て い て も よ い 。 様 々 な 実 施 形 態 に お
い て 、 ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 １ ４ ０ ２ は 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ セ グ メ ン ト １ ４ ０ ４ 、 お よ び 第 ２
の ハ ウ ジ ン グ セ グ メ ン ト １ ４ ０ ６ を 備 え て い て も よ く 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ セ グ メ ン ト １ ４
０ ４ 、 お よ び 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ セ グ メ ン ト １ ４ ０ ６ は 、 嵌 め 合 わ さ れ て ハ ウ ジ ン グ １ ４ ０
２ を 形 成 す る よ う に 作 ら れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ セ グ メ ン ト １ ４ ０ ４ 、 １ ４ ０ ６ は 、 プ ラ ス
チ ッ ク か ら 形 成 さ れ て も よ く 、 か つ 、 ス ナ ッ プ 式 の 構 造 お よ び ／ ま た は 接 着 剤 、 ね じ 等 で
一 体 型 に 保 持 さ れ る よ う に 作 ら れ て い て も よ い 。 図 ７ か ら 分 か る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ セ グ
メ ン ト １ ４ ０ ４ は 、 そ の 中 に リ ン グ セ グ メ ン ト １ ４ ０ ８ を 有 し 、 こ の リ ン グ セ グ メ ン ト １
４ ０ ８ は 、 ハ ウ ジ ン グ セ グ メ ン ト １ ４ ０ ６ の 内 側 に 形 成 さ れ た 同 様 の リ ン グ セ グ メ ン ト （
不 図 示 ） と 係 合 し 、 ハ ン ド ル ６ の 前 側 部 分 １ ４ １ ２ に 形 成 さ れ た 環 状 溝 部 １ ４ １ ０ に 収 容
さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ た 環 状 リ ン グ 組 立 体 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う
な 構 造 に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 １ ４ ０ ２ は ハ ン ド ル ６ に 連 結 さ れ 、 ハ ン ド ル ６ に 対 し て
自 由 に 回 転 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ か ら 分 か る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 １ ４ ０ ２ は 、 押 し ボ タ ン 組 立
体 １ ４ ２ ０ の 形 態 に あ る ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 を 収 容 し て い る 。 様 々 な 実 施 形 態 に お い て
、 押 し ボ タ ン 組 立 体 １ ４ ２ ０ は 、 押 し ボ タ ン 部 １ ４ ２ ２ と 、 そ の 押 し ボ タ ン 部 １ ４ ２ ２ に
取 り 付 け ら れ た ヨ ー ク 部 １ ４ ２ ４ と を 有 し て い て も よ い 。 図 １ ３ か ら 分 か る よ う に 、 押 し
ボ タ ン 部 １ ４ ２ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ ０ ２ に 形 成 さ れ た 穴 部 １ ４ １ ４ を 通 っ て 突 出 す る よ
う に 形 成 さ れ て お り 、 ヨ ー ク 部 １ ４ ２ ４ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ ０ ２ に 形 成 さ れ た 空 洞 部 １ ４
１ ６ の 内 で ス ラ イ ド 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 ヨ ー ク 部 １ ４ ２ ４ は 、 一 対 の 足 部 １ ４ ２ ６ 、
１ ４ ２ ８ を 有 し 、 足 部 １ ４ ２ ６ 、 １ ４ ２ ８ は 、 端 部 止 め 金 具 (end brace)１ ４ ３ ０ に よ っ
て 隔 て ら れ て い る 。 こ れ も 図 １ ３ か ら 分 か る よ う に 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ は 、
足 部 １ ４ ２ ６ と １ ４ ２ ８ と の 間 に 収 容 さ れ て お り 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ が そ の
間 を 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ の 上 で 軸 方 向 に 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 図
面 か ら 分 か る よ う に 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ は 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０
に 位 置 す る 軸 方 向 に 延 び る 穴 部 １ １ １ ６ の 内 で 可 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 見 ら れ る よ う に 、 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル １ ４ ４ ０ が 、 近 位 脊 柱 管 セ グ
メ ン ト １ １ １ ０ に 設 け ら れ た ホ イ ー ル キ ャ ビ テ ィ １ ４ ４ ２ 内 で 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て お り
、 か つ 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ に 位 置 す る 開 口 部 １ ４ ４ ４ を 通 っ て 延 び て い る 。
こ の よ う な 構 造 に よ り 、 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル １ ４ ４ ０ が ホ イ ー ル キ ャ ビ テ ィ １ ４ ４ ２ の 内 で
自 由 に 回 転 で き る 。 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル １ ４ ４ ０ は 、 そ の 周 囲 に 形 成 さ れ た 上 側 ケ ー ブ ル 収
容 溝 １ ４ ４ ６ と 下 側 ケ ー ブ ル 収 容 溝 １ ４ ４ ８ と を 有 す る 。 右 テ ン シ ョ ン ケ ー ブ ル １ ４ ５ ０
が 下 側 ケ ー ブ ル 収 容 溝 の 内 に 収 容 さ れ て お り 、 左 テ ン シ ョ ン ケ ー ブ ル １ ４ ６ ０ が 上 側 ケ ー
ブ ル 収 容 溝 の 内 に 収 容 さ れ て い る 。 右 テ ン シ ョ ン ケ ー ブ ル １ ４ ５ ０ は 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ
ン ト １ １ １ ０ の 外 面 １ １ １ ３ に 形 成 さ れ た 第 １ 溝 部 １ １ １ ５ 内 に 収 容 さ れ て お り 、 左 テ ン
シ ョ ン ケ ー ブ ル １ ４ ６ ０ は 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ １ ０ の 外 面 １ １ １ ３ に 形 成 さ れ た
第 ２ 溝 部 １ １ １ ７ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 こ れ に つ い て は 、 図 １ ６ を 参 照 の こ と 。 右 テ ン シ
ョ ン ケ ー ブ ル １ ４ ４ ０ は 、 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １ ３ ０ の 近 位 端 部 １ １ ３ ２ の 右 側 に 取
り 付 け ら れ て い る 遠 位 端 部 １ ４ ４ ２ と 、 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル １ ４ ４ ０ に 取 り 付 け ら れ た 近 位
端 部 と を 有 す る 。 同 様 に 、 左 テ ン シ ョ ン ケ ー ブ ル １ ４ ６ ０ は 、 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト １ １
３ ０ の 近 位 端 部 １ １ ３ ２ の 左 側 に 取 り 付 け ら れ た 遠 位 端 部 １ ４ ６ ２ と 、 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル
１ ４ ４ ０ に 取 り 付 け ら れ た 近 位 端 部 と を 有 す る 。 こ れ に つ い て も 、 図 １ ６ を 参 照 の こ と 。
し た が っ て 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ お よ び ハ ン ド ル ６ が 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １
０ １ ０ に 対 し て 関 節 運 動 さ せ ら れ る と 、 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル １ ４ ４ ０ が 、 テ ン シ ョ ン ケ ー ブ

10

20

30

40

50

(16) JP 2007-229449 A 2007.9.13



ル １ ４ ５ ０ 、 １ ４ ６ ０ に よ っ て ケ ー ブ ル ホ イ ー ル キ ャ ビ テ ィ １ ４ ４ ２ 内 で 回 転 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ロ ッ ク 組 立 体 の 様 々 な 実 施 形 態 は ま た 、 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル １ ４ ４ ０ を ロ ッ ク す る た め の
解 放 可 能 ギ ア 組 立 体 １ ４ ７ ０ を 含 ん で い る 。 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル １ ４ ４ ０ を ロ ッ ク す る と 、
最 終 的 に は 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０ （ お よ び ハ ン ド ル ６ ） が 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン
ト １ ０ １ ０ に 対 し て 関 節 運 動 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 １ ３ ～ 図 １ ５ を
参 照 す る と 、 解 放 可 能 な ギ ア 組 立 体 １ ４ ７ ０ は 、 第 １ ギ ア １ ４ ７ ２ を 備 え て お り 、 第 １ ギ
ア １ ４ ７ ２ は 、 押 し ボ タ ン 組 立 体 １ ４ ２ ０ に あ る 横 向 き 止 め 金 具 (cross brace)１ ４ ３ ０
に 取 り 付 け ら れ て い る 。 対 と な る 第 ２ ギ ア １ ４ ７ ４ が 、 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル １ ４ ４ ０ の 端 部
に 取 り 付 け ら れ て お り 、 固 定 さ れ て い る 第 １ ギ ア １ ４ ７ ２ と 選 択 的 に か み 合 う よ う に 構 成
さ れ て い る 。 第 １ ギ ア １ ４ ７ ２ は 、 ロ ッ ク 用 ば ね １ ４ ７ ６ に よ っ て か み 合 い 係 合 す る よ う
に 付 勢 さ れ て お り 、 ロ ッ ク 用 ば ね １ ４ ７ ６ は 、 横 向 き 止 め 金 具 １ ４ ３ ０ か ら 突 出 し て い る
保 持 用 突 起 部 １ ４ ７ ８ に 巻 き 付 け ら れ て い て 、 か つ 、 ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 内 に 形 成 さ れ た ば
ね 空 洞 部 内 に 収 容 さ れ て い る 。 ば ね １ ４ ７ ６ は 、 第 １ ギ ア １ ４ ７ ２ お よ び 第 ２ ギ ア １ ４ ７
４ が 互 い に か み 合 い 係 合 す る よ う に （ 例 え ば 、 「 Ｋ 」 方 向 に ） 付 勢 す る 役 割 を 果 た す 。 こ
れ に つ い て は 、 図 面 を 参 照 の こ と 。 使 用 者 が 押 し ボ タ ン １ ４ ２ ２ を 「 Ｌ 」 方 向 に 押 す と 、
第 １ ギ ア １ ４ ７ ２ が 第 ２ ギ ア １ ４ ７ ４ と か み 合 い 係 合 し た 状 態 か ら 外 れ 、 こ れ に よ り 、 第
２ ギ ア １ ４ ６ ４ 、 お よ び こ の 第 ２ ギ ア １ ４ ６ ４ に 取 り 付 け ら れ て い る ケ ー ブ ル ホ イ ー ル １
４ ４ ０ が 回 転 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ロ ッ ク 組 立 体 １ ４ ２ ０ は 、 以 下 の 方 法 で 動 作 で き る 。 第 １ ギ ア １ ４ ７ ２ お よ び 第 ２ ギ ア
１ ４ ７ ４ が 、 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ に 示 さ れ て い る よ う に か み 合 い 係 合 し て い る 場 合 に 、 ケ
ー ブ ル ホ イ ー ル １ ４ ４ ０ は 回 転 で き ず 、 右 ケ ー ブ ル １ ４ ５ ０ お よ び 左 ケ ー ブ ル １ ４ ６ ０ は
、 近 位 閉 鎖 管 １ ０ ３ ０ （ お よ び ハ ン ド ル ） が ダ ブ ル ピ ボ ッ ト ピ ン １ ０ ６ ０ 、 １ ０ ７ ０ 回 り
に 遠 位 閉 鎖 管 組 立 体 １ ０ １ ０ に 対 し て 関 節 運 動 す る の を 防 止 す る 。 関 節 式 連 結 部 １ ０ ５ ０
の ロ ッ ク を 解 除 す る に は 、 使 用 者 が 押 し ボ タ ン １ ４ ２ ２ を 内 側 に 押 し て 、 第 １ ギ ア １ ４ ７
２ を 第 ２ ギ ア １ ４ ７ ４ か ら 外 す 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 は 、 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ ３ ０
（ お よ び ハ ン ド ル ６ ） を 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １ ０ １ ０ に 対 し て 関 節 運 動 さ せ る こ と が で
き る 。 外 科 医 が ハ ン ド ル ６ を 所 望 の 位 置 ま で 関 節 運 動 さ せ た ら 、 押 し ボ タ ン １ ４ ２ ２ が 放
さ れ 、 か つ 、 第 １ ギ ア １ ４ ７ ２ が 、 第 ２ ギ ア １ ４ ７ ４ と か み 合 い 係 合 す る よ う に 付 勢 さ れ
、 関 節 式 連 結 部 １ ０ ５ ０ を そ の 位 置 に ロ ッ ク す る 。 使 用 者 に と っ て も っ と 融 通 が 利 く よ う
に す る た め に は 、 当 然 な が ら 、 ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 １ ４ ０ ２ お よ び 近 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト １
０ ３ ０ お よ び ロ ッ ク 用 組 立 体 １ ４ ２ ０ を ハ ン ド ル ６ に 対 し て 回 転 さ せ て 、 使 用 者 に と っ て
さ ら に 融 通 が 利 く よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ７ ～ 図 ２ ２ は 、 エ ン ド カ ッ タ ー １ ０ に 動 力 を 供 給 す る た め の モ ー タ 付 き 駆 動 構 造 の
一 態 様 を 図 示 し て い る 。 様 々 な 他 の 動 力 付 き 駆 動 構 造 、 例 え ば 、 先 に 参 照 に よ り そ の 全 体
を 本 明 細 書 に 組 み 込 ん だ 米 国 特 許 同 時 継 続 出 願 の も の 等 も 様 々 な 実 施 形 態 で 有 効 に 利 用 す
る こ と が で き る 。 こ れ も 前 述 し た こ と で あ る が 、 本 発 明 に 固 有 、 か つ 、 新 規 な 態 様 は 、 本
発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 機 械 的 に 駆 動 さ れ る 手 術 装 置 に 関 連 し て 実
施 す る こ と も で き る 。 図 ７ お よ び 図 １ ７ ～ 図 ２ ２ か ら 分 か る よ う に 、 典 型 的 な 一 実 施 形 態
は 、 ギ ア ボ ッ ク ス 組 立 体 ２ ０ ０ を 含 み 、 ギ ア ボ ッ ク ス 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 フ レ ー ム ２ ０ １ 内
に 配 置 さ れ た 多 数 の ギ ア を 備 え 、 こ れ ら の ギ ア は 、 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １ ２ ０ ２ の 近 位
端 部 １ ２ ０ ４ に 設 け ら れ た 、 遊 星 歯 車 (planetary gear)７ ２ と ピ ニ オ ン ギ ア (pinion gear
)１ ２ ４ と の 間 で 連 結 さ れ て い る 。 後 で 詳 述 す る よ う に 、 ギ ア ボ ッ ク ス 組 立 体 ２ ０ ０ は 、
エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の 配 置 に 関 す る フ ィ ー ド バ ッ ク を 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ を 介 し て 使 用 者
に 与 え る 。 さ ら に 、 使 用 者 は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の 配 置 を 補 助 す る た め に 、 ギ ア ボ ッ
ク ス 組 立 体 を 介 し て シ ス テ ム に 力 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 に お い て 、 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ は 、 ２ つ の 部 品 、 す な わ ち 、 メ イ ン ボ デ ィ
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部 ２ ０ ２ お よ び 強 化 部 ２ ０ ４ を 有 す る 。 メ イ ン ボ デ ィ 部 ２ ０ ２ は 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク か
ら 形 成 さ れ て も よ く 、 強 化 部 ２ ０ ４ は 、 金 属 な ど の よ り 硬 質 な 材 料 か ら 形 成 さ れ て も よ い
。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 補 強 部 ２ ０ ４ が 、 メ イ ン ボ デ ィ 部 ２ ０ ２ に 隣 接 し て い る が 、 他 の
実 施 形 態 に よ れ ば 、 強 化 部 ２ ０ ４ は 、 メ イ ン ボ デ ィ 部 ２ ０ ２ の 内 部 に 配 置 さ れ て も よ い 。
ピ ボ ッ ト ピ ン ２ ０ ７ が 、 発 射 ト リ ガ ー 部 品 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ の 開 口 部 を 通 し て 挿 入 さ れ て い
て も よ く 、 か つ 、 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ が そ の 回 り を 回 転 す る ポ イ ン ト と な っ て い て も よ い 。
さ ら に 、 ば ね ２ ２ ２ が 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ に 反 時 計 回 り に 回 転 す る よ う に 付 勢 さ れ て い て も
よ い 。 ば ね ２ ２ ２ は 遠 位 端 部 を 有 し 、 こ の 遠 位 端 部 が 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ の 部 品 ２ ０ ２ 、 ２
０ ４ に 接 続 さ れ て い る ピ ン ２ ２ ４ に 接 続 さ れ て い て も よ い 。 ば ね ２ ２ ２ の 近 位 端 部 は 、 ハ
ン ド ル の 外 部 下 側 部 品 ５ ９ 、 ６ ０ の う ち の 一 方 に 接 続 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 メ イ ン ボ デ ィ 部 ２ ０ ２ お よ び 強 化 部 ２ ０ ４ の 両 方 が 、 そ れ ら の 上
端 部 に 設 け ら れ た 、 ギ ア 部 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ８ を （ そ れ ぞ れ ） 含 む 。 ギ ア 部 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ８ は
、 後 述 す る よ う に 、 ギ ア ボ ッ ク ス 組 立 体 ２ ０ ０ の ギ ア と 係 合 し 、 主 駆 動 シ ャ フ ト ４ ８ を 駆
動 し 、 か つ 、 使 用 者 に エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の 配 置 に 関 す る フ ィ ー ド バ ッ ク を 与 え る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ギ ア ボ ッ ク ス 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 示 さ れ て い る よ う に 、 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 ６ つ の ギ ア
を 含 ん で い て も よ い 。 ギ ア ボ ッ ク ス 組 立 体 ２ ０ ０ の 第 １ ギ ア ２ １ ０ は 、 発 射 ト リ ガ ー ２ ０
の ギ ア 部 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ８ と 係 合 し て い る 。 さ ら に 、 第 １ ギ ア ２ １ ０ は 、 よ り 小 さ い 第 ２ ギ
ア ２ １ ２ と 係 合 し て お り 、 よ り 小 さ い 第 ２ ギ ア ２ １ ２ は 、 大 き な 第 ３ ギ ア ２ １ ４ と 同 軸 と
な っ て い る 。 第 ３ ギ ア ２ １ ４ は 、 よ り 小 さ い 第 ４ ギ ア ２ １ ６ と 係 合 し て お り 、 こ の よ り 小
さ い 第 ４ ギ ア ２ １ ６ は 第 ５ ギ ア ２ １ ８ と 同 軸 と な っ て い る 。 第 ５ ギ ア ２ １ ８ は 、 ９ ０ 度 の
傘 歯 車 で あ り 、 対 に な っ て い る ９ ０ 度 傘 歯 車 ２ ２ ０ （ 図 ２ ２ に 最 も よ く 示 さ れ て い る ） と
係 合 し て い る 。 傘 歯 車 ２ ２ ０ は 、 ピ ニ オ ン ギ ア １ ２ ４ に 接 続 さ れ て お り 、 ピ ニ オ ン ギ ア １
２ ４ は 主 駆 動 シ ャ フ ト ４ ８ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 作 動 時 に は 、 使 用 者 が 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ を 引 く と 、 セ ン サ ー （ 不 図 示 ） が 作 動 し 、 こ の
セ ン サ ー は 、 モ ー タ ６ ５ に 信 号 を 送 っ て 、 操 作 者 が 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ を 引 い た 度 合 い 、 す
な わ ち 、 力 に 比 例 し た 速 さ で 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 モ ー タ ６ ５ は 、 セ ン サ ー か ら の 信
号 に 比 例 し た 速 度 で 回 転 す る 。 セ ン サ ー は 、 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ が 引 か れ た と き に 押 し 下 げ
ら れ る よ う に ハ ン ド ル ６ の 中 に 配 置 さ れ て も よ い 。 さ ら に 、 比 例 型 セ ン サ ー の 代 わ り に 、
オ ン ／ オ フ 型 セ ン サ ー が 使 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 モ ー タ ６ ５ が 回 転 す る と 、 傘 歯 車 ６ ８ 、 ７ ０ が 回 転 し 、 遊 星 歯 車 ７ ２ を 回 転 さ せ 、 こ れ
に よ り 、 駆 動 シ ャ フ ト ７ ６ を 介 し て リ ン グ ギ ア １ ２ ２ を 回 転 さ せ る 。 リ ン グ ギ ア １ ２ ２ は
、 ピ ニ オ ン ギ ア １ ２ ４ と か み 合 っ て お り 、 ピ ニ オ ン ギ ア １ ２ ４ は 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １
２ ０ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ピ ニ オ ン ギ ア １ ２ ４ の 回 転 は 、 駆 動 シ ャ フ ト 部 分
１ ２ ０ ２ を 駆 動 し 、 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 １ ２ ２ ０ を 介 し て 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 １
２ １ ０ に 伝 達 し 、 ギ ア １ ２ １ ６ お よ び ５ ６ を 介 し て シ ャ フ ト ３ ６ に 伝 達 し 、 こ れ に よ り 、
エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の 切 断 動 作 ／ 吻 合 動 作 を 行 わ せ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ピ ニ オ ン ギ ア １ ２ ４ を 正 回 転 さ せ る と 、 次 に 傘 歯 車 ２ ２ ０ が 回 転 し 、 こ れ に よ り 、 ギ ア
ボ ッ ク ス 組 立 体 ２ ０ ０ の 残 り の ギ ア に よ っ て 第 １ ギ ア ２ １ ０ が 回 転 す る 。 第 １ ギ ア ２ １ ０
は 、 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ の ギ ア 部 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ８ と 係 合 し て お り 、 こ れ に よ り 、 モ ー タ ６ ５
が エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ を 正 方 向 に 駆 動 す る と 、 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ を 反 時 計 回 り に 回 転 さ
せ る （ そ し て 、 モ ー タ ６ ５ が 逆 方 向 に 回 っ て エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ を 戻 す と 、 時 計 方 向 に
回 転 さ せ る ） 。 こ の よ う に し て 、 使 用 者 は 、 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ を 握 る こ と に よ り 、 エ ン ド
エ フ ェ ク タ １ ２ の 配 置 に 関 す る フ ィ ー ド バ ッ ク を 体 験 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 使
用 者 が 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ を 引 く と 、 操 作 者 は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ の 配 置 に 関 す る 抵 抗
、 特 に 、 モ ー タ ６ ５ の 正 回 転 速 度 に 関 す る 抵 抗 を 体 験 す る 。 同 様 に 、 操 作 者 が 、 切 断 操 作
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／ 吻 合 操 作 後 に 、 元 の 位 置 に 戻 る よ う に 発 射 ト リ ガ ー ２ ０ を 放 す と 、 使 用 者 は 、 発 射 ト リ
ガ ー ２ ０ か ら 時 計 方 向 の 回 転 力 で あ っ て 、 モ ー タ ６ ５ の 戻 る 速 度 に 概 ね 比 例 し た 力 を 体 験
す る 。 読 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、 本 発 明 に 固 有 、 か つ 、 新 規 の 関 節 式 ハ ン ド ル 構 造 は 、
非 常 に 多 く の 他 の 動 力 付 き 内 視 鏡 器 具 に 関 し て 、 具 体 的 な ハ ン ド ル 構 成 お よ び ／ ま た は 駆
動 シ ャ フ ト 組 立 体 に 動 力 を 伝 達 す る 方 法 に 拘 わ ら ず 、 有 効 に 利 用 で き る 。 し た が っ て 、 本
発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に 与 え ら れ る 保 護 は 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 特 定 の モ ー タ 構 造 ／ ハ
ン ド ル 構 造 に 限 定 さ れ て は な ら な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 よ り 分 か る で あ ろ う が 、 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 は 、 従 来 の 内 視 鏡 器 具 を 著 し く 改
善 す る 。 特 に 、 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に よ り 、 外 科 医 ま た は 臨 床 医 は 、 器 具 の ハ ン ド ル
部 分 を 患 者 に 挿 入 さ れ て い る 他 の 部 分 に 対 し て 、 ハ ン ド ル が 人 間 光 学 的 に よ り 快 適 な 位 置
に な る よ う に 効 果 的 に 配 置 す る こ と が で き 、 か つ 、 ハ ン ド ル の 位 置 は エ ン ド エ フ ェ ク タ の
位 置 に よ っ て 影 響 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 明 細 書 に 参 照 に よ り 組 み 込 ま れ る と 主 張 し た 全 て の 特 許 、 刊 行 物 ま た は 情 報 の 全 体 ま
た は 一 部 は 、 こ の 書 面 に 記 載 の 既 存 の 定 義 、 主 張 ま た は 他 の 開 示 資 料 と 組 み 込 ま れ た 資 料
と が 抵 触 し な い 範 囲 で の み 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。 こ の た め 、 本 明 細 書 に 明 確 に 記 載 さ
れ た 開 示 内 容 は 、 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ た 抵 触 す る 資 料 を 全 て 無 効 に す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 保 護 さ れ る こ と を 意 図 さ れ て い る 発 明 は 、 開 示 さ れ た 特 定 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る と 解
釈 し て は な ら な い 。 し た が っ て 、 実 施 形 態 は 限 定 で は な く 例 示 と し て み な さ れ る べ き で あ
る 。 変 形 お よ び 変 更 は 、 本 発 明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 す る こ と な く 行 う こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 こ の よ う な 均 等 物 、 変 形 例 お よ び 変 更 例 等 の 全 て が 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で 定 義 さ
れ た 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 に 含 ま れ る こ と が 明 確 に 意 図 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 手 術 器 具 に お い て 、
　 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 連 結 さ れ た 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 で あ っ て 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 共 に 前 記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 す る た め に 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク
タ に 隣 接 す る 遠 位 部 、 お よ び 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ お よ び 前 記 遠 位 部 が 前 記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ た と き に 、 前 記
ト ロ カ ー ル か ら 突 出 す る 、 前 記 遠 位 部 か ら 離 れ て い る 近 位 部 、
　 を 有 す る 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 と 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 前 記 近 位 部 に 関 節 運 動 で き る よ う に 連 結 さ れ た 、 制 御 ハ ン
ド ル と 、
　 を 備 え る 、 手 術 器 具 。
（ ２ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 前 記 近 位 部 は 、
　 第 １ 遠 位 端 部 お よ び 第 １ 近 位 端 部 を 有 す る 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト で あ っ て 、 前 記 第 １
近 位 端 部 が 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 連 結 さ れ て い る 、 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 連 結 さ れ た 第 ２ 遠 位 端 部 、 お よ び 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前
記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ た と き に 、 前 記 ト ロ カ ー ル か ら 突 出 す る 大 き さ に 形 成 さ れ た 第 ２
近 位 端 部 、 を 有 す る 、 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 １ 遠 位 端 部 お よ び 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の
前 記 第 ２ 近 位 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 関 節 式 連 結 組 立 体 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ ３ ） 実 施 態 様 ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
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　 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト は 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 対 し て 選 択 的 に 回 転 す る よ う に 、
前 記 制 御 ハ ン ド ル に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 、 手 術 器 具 。
（ ４ ） 実 施 態 様 ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 関 節 式 連 結 組 立 体 は 、
　 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト 組 立 体 の 前 記 遠 位 端 部 か ら 突 出 し て い る 、 第 １ 上 側 タ ブ と
、
　 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト 組 立 体 の 前 記 遠 位 端 部 か ら 、 前 記 第 １ 上 側 タ ブ か ら 間 隔 を
あ け て 突 出 し て い る 、 第 １ 下 側 タ ブ と 、
　 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 ２ 近 位 端 部 か ら 突 出 し て い る 、 第 ２ 上 側 タ ブ と 、
　 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 ２ 近 位 端 部 か ら 、 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ か ら 間 隔 を あ
け て 突 出 し て い る 、 第 ２ 下 側 タ ブ と 、
　 前 記 第 １ 上 側 タ ブ お よ び 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ の 間 に 広 が る 大 き さ に 形 成 さ れ た 上 側 ダ ブ ル
ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 １ 上 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ 上 側 ピ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 上 側 ピ ボ ッ ト ピ ン 、
　 を 有 す る 、 前 記 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 と 、
　 前 記 第 １ 下 側 タ ブ お よ び 前 記 第 ２ 下 側 タ ブ の 間 に 広 が る 大 き さ に 形 成 さ れ た 下 側 ダ ブ ル
ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 １ 下 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ 下 側 ピ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 下 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 下 側 ピ ン 、
　 を 有 す る 、 前 記 下 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ ５ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 内 で 支 持 さ れ て い る 、 回 転 可 能 な 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 、
　 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 回 転 可 能 な 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 は 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 設 け ら れ て い る ア ク チ ュ エ ー タ シ ャ フ ト に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ
た 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル の 中 で 支 持 さ れ て い る モ ー タ に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ た 、 近 位 駆 動 シ ャ
フ ト 部 分 と 、
　 前 記 ハ ン ド ル が 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 に 対 し て 関 節 運 動 さ せ ら れ た と き に 、 前 記 近
位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 が 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 に 対 し て 関 節 運 動 で き る よ う に 、 前 記 遠
位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と の 間 に 連 結 さ れ た 、 駆 動 シ ャ フ ト 関 節
式 連 結 部 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
（ ６ ） 実 施 態 様 ５ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、 自 在 継 ぎ 手 を 含 む 、 手 術 器 具 。
（ ７ ） 実 施 態 様 ５ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、 ね じ り ケ ー ブ ル を 含 む 、 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ ８ ） 実 施 態 様 ５ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、
　 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 近 位 端 部 と 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 遠 位 端 部 と の 間 で
回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 、 中 央 傘 歯 車 と 、
　 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 前 記 近 位 端 部 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 中 央 傘 歯 車 と か み 合
っ て 係 合 し て い る 、 第 １ 遠 位 傘 歯 車 と 、
　 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 前 記 遠 位 端 部 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 中 央 傘 歯 車 と か み 合

10

20

30

40

50

(20) JP 2007-229449 A 2007.9.13



っ て 係 合 し て い る 、 第 １ 近 位 傘 歯 車 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
（ ９ ） 実 施 態 様 １ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 お よ び 前 記 制 御 ハ ン ド ル と 協 働 し て 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル を 前
記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 に 対 し て 所 望 の 位 置 に 選 択 的 に ロ ッ ク す る 、 ロ ッ ク シ ス テ ム 、
　 を さ ら に 備 え る 、 手 術 器 具 。
（ １ ０ ） 実 施 態 様 ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト は 、 細 長 い シ ャ フ ト 軸 を 有 し 、
　 前 記 関 節 式 連 結 部 は 、 前 記 遠 位 閉 鎖 管 セ グ メ ン ト が 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 軸 に 実 質 的 に
垂 直 で あ る 少 な く と も １ つ の 回 転 軸 の 回 り に 、 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト に 対 し て 軸 回
転 で き る よ う に 、 形 成 さ れ て い る 、
　 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ １ １ ） 実 施 態 様 １ ０ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ 上 側 ピ ン お よ び 前 記 第 １ 下 側 ピ ン は 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 軸 に 実 質 的 に 垂 直 な
第 １ 回 転 軸 を 画 定 す る よ う に 位 置 が 揃 え て あ り 、
　 前 記 第 ２ 上 側 ピ ン お よ び 前 記 第 ２ 下 側 ピ ン は 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 軸 に 実 質 的 に 垂 直 な
第 ２ 回 転 軸 を 画 定 す る よ う に 位 置 が 揃 え て あ る 、
　 手 術 器 具 。
（ １ ２ ） 実 施 態 様 ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 で あ っ て 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 中 の ア ク チ ュ エ ー タ シ ャ フ ト
に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト 内 で 作 動 可 能 に 支 持 さ
れ て い る 、 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 、
　 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 で あ っ て 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル の 中 で 支 持 さ れ て い る モ ー タ に 作 動
可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト 内 で 作 動 可 能 に 支 持 さ れ て い
る 、 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 、
　 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と の 間 に 連 結 さ れ て い る 、 駆 動
シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 で あ っ て 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル が 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト に 対 し
て 関 節 運 動 し た と き に 、 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 が 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 に 対 し て
関 節 運 動 で き る よ う に し 、 か つ 、 前 記 関 節 式 連 結 組 立 体 内 部 に 配 置 さ れ て い て 、 前 記 近 位
シ ャ フ ト セ グ メ ン ト を 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト に 連 結 し て い る 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関
節 式 連 結 部 と 、
　 を さ ら に 備 え る 、 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ １ ３ ） 実 施 態 様 １ ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ て お り 、 か つ 、 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト に 収 容 さ
れ て い る 、 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト で あ っ て 、 当 該 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト の 中 に 前 記 近 位 駆
動 シ ャ フ ト 部 分 の 一 部 を 作 動 可 能 に 支 持 し て い る 、 前 記 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 遠 位 シ ャ フ
ト セ グ メ ン ト の 中 に 支 持 さ れ て い る 、 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト で あ っ て 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ
ク タ に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 、 前 記 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト の 中 で 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分
を 作 動 可 能 に 支 持 し て い る 、 前 記 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト と 、
　 を さ ら に 備 え る 、 手 術 器 具 。
（ １ ４ ） 実 施 態 様 １ ３ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、
　 前 記 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト の 遠 位 端 部 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 か つ 、 前 記 遠
位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 近 位 端 部 と 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 遠 位 端 部 と の 間 で 支 持 さ れ
て い る 、 中 央 傘 歯 車 と 、
　 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 前 記 近 位 端 部 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 中 央 傘 歯 車 と か み 合
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っ て 係 合 し て い る 、 第 １ 遠 位 傘 歯 車 と 、
　 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 前 記 遠 位 端 部 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 中 央 傘 歯 車 と か み 合
っ て 係 合 し て い る 、 第 １ 近 位 傘 歯 車 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
（ １ ５ ） 実 施 態 様 ９ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 自 在 継 ぎ 手 は 、
　 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 遠 位 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 近 位 ヨ ー ク 部 材 と 、
　 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 近 位 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 遠 位 ヨ ー ク 部 材 と 、
　 前 記 近 位 ヨ ー ク 部 材 お よ び 前 記 遠 位 ヨ ー ク 部 材 に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 中 央 連
結 体 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ １ ６ ） 実 施 態 様 １ ５ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 中 央 連 結 体 は 、 細 長 い シ ャ フ ト 軸 に 実 質 的 に 垂 直 な 近 位 回 転 軸 の 回 り に 軸 回 転 移 動
す る よ う に 、 前 記 近 位 ヨ ー ク 部 材 に 軸 回 転 す る よ う に ピ ン で 取 り 付 け ら れ て お り 、 か つ 、
　 前 記 中 央 連 結 体 は 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 軸 に 実 質 的 に 垂 直 な 遠 位 軸 の 回 り に 軸 回 転 移 動
す る よ う に 、 前 記 遠 位 ヨ ー ク 部 材 に 軸 回 転 す る よ う に ピ ン で 取 り 付 け ら れ て い る 、
　 手 術 器 具 。
（ １ ７ ） 実 施 態 様 １ ６ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 近 位 回 転 軸 は 、 前 記 遠 位 回 転 軸 に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 で あ る 、 手 術 器 具 。
（ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ３ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 お よ び 前 記 制 御 ハ ン ド ル と 協 働 し て 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル を 前
記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 に 対 し て 所 望 の 位 置 に 選 択 的 に ロ ッ ク す る 、 ロ ッ ク シ ス テ ム 、
　 を さ ら に 備 え る 、 手 術 器 具 。
（ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ８ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 ロ ッ ク シ ス テ ム は 、 前 記 手 術 器 具 に 作 動 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 か つ 、 ロ ッ ク 位 置
と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 可 動 で あ る 、 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 、 を 備 え て お り 、
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 が 、 前 記 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト と 接 続 し 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ
組 立 体 が 前 記 ロ ッ ク 位 置 に あ る と 、 前 記 近 位 脊 柱 管 組 立 体 が 前 記 遠 位 脊 柱 管 組 立 体 に 対 し
て 関 節 運 動 す る こ と を 防 止 し 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 が 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る と
、 前 記 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト が 前 記 遠 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト に 対 し て 関 節 運 動 で き る よ う に
し て い る 、
　 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ９ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 組 立 体 は 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 支 持 さ れ て い る ハ ウ ジ ン グ 内 部 で 可 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 、 押 し
ボ タ ン 組 立 体 、
　 を 備 え て お り 、
　 前 記 押 し ボ タ ン 組 立 体 は 、
　 押 し ボ タ ン 部 と 、
　 前 記 押 し ボ タ ン 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 ヨ ー ク 部 で あ っ て 、 当 該 ヨ ー ク 部 の 中 に 前 記 近 位
シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 近 位 端 部 を 支 持 し 、
前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 近 位 端 部 が 、 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 中 で 前 記
近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト を 支 持 し 、 か つ 、 第 １ ギ ア が 取 り 付 け ら れ て い る 、 前 記 ヨ ー ク 部 と
、
　 前 記 ヨ ー ク 部 内 に 支 持 さ れ て い る 前 記 近 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 近 位 端 部 内 で 支 持
さ れ て い る 前 記 近 位 脊 柱 管 セ グ メ ン ト の 中 で 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 、 ケ ー ブ ル ホ イ ー
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ル で あ っ て 、 前 記 第 １ ギ ア と 選 択 的 に か み 合 い 係 合 す る た め の 、 第 ２ ギ ア が 取 り 付 け ら れ
て い る 、 前 記 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル と 、
　 前 記 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル 、 お よ び 、 前 記 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト の 近 位 端 部 の 右 側 部 に 取 り 付
け ら れ て い る 、 右 テ ン シ ョ ン ケ ー ブ ル と 、
　 前 記 ケ ー ブ ル ホ イ ー ル 、 お よ び 、 前 記 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト の 近 位 端 部 の 左 側 部 に 取 り 付
け ら れ て い る 、 左 テ ン シ ョ ン ケ ー ブ ル と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ と 前 記 押 し ボ タ ン 組 立 体 と の 間 に あ る 、 付 勢 部 で あ っ て 、 前 記 押 し ボ タ
ン が 作 用 し て い な い と き に 前 記 第 １ ギ ア を 前 記 第 ２ ギ ア と か み 合 っ て 係 合 さ せ る よ う に 付
勢 し 、 前 記 押 し ボ タ ン に 起 動 力 が 加 え ら れ た と き に 前 記 第 ２ ギ ア を 前 記 第 １ ギ ア と か み 合
わ な い よ う に す る 、 前 記 付 勢 部 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ ２ １ ） 手 術 器 具 に お い て 、
　 ト ロ カ ー ル を 通 し て 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 連 結 さ れ た 、 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 で あ っ て 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 共 に 前 記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 す る た め に 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ
に 隣 接 す る 、 遠 位 部 、 お よ び 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ お よ び 前 記 遠 位 部 が 前 記 ト ロ カ ー ル
に 挿 入 さ れ た と き に 前 記 ト ロ カ ー ル か ら 突 出 す る よ う に 、 前 記 遠 位 部 か ら 離 れ て い る 、 近
位 部 、
　 を 有 す る 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 と 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 前 記 近 位 部 に 関 節 式 に 屈 曲 で き る よ う に 連 結 さ れ た 、 前 記
エ ン ド エ フ ェ ク タ を 制 御 す る 手 段 と 、
　 を 備 え る 、 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ ２ ２ ） 手 術 器 具 に お い て 、
　 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 制 御 ハ ン ド ル で あ っ て 、 当 該 制 御 ハ ン ド ル の 中 に 少 な く と も １ つ の 駆 動 用 モ ー タ を 作 動
可 能 に 支 持 し て い る 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル と 、
　 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト で あ っ て 、
　 　 細 長 い シ ャ フ ト 軸 の 回 り に 選 択 的 に 回 転 す る よ う に 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 回 転 可 能 に
連 結 さ れ て い る 、 第 １ 近 位 端 部 、 お よ び 、
　 　 第 １ 遠 位 端 部 、
　 を 有 す る 、 前 記 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト と 、
　 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト で あ っ て 、
　 　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 軸 に 沿 っ て 軸 方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ
を 選 択 的 に 動 か す た め に 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 遠 位 端 部
、 お よ び 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ た と き に 、 前 記 ト ロ カ ー ル か ら 突
出 す る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 第 ２ 近 位 端 部 、
　 を 有 す る 、 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 １ 遠 位 端 部 か ら 突 出 し て い る 、 第 １ 上 側 タ ブ
と 、
　 前 記 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 １ 遠 位 端 部 か ら 突 出 し て い て 、 前 記 第 １ 上 側
タ ブ か ら 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 、 第 １ 下 側 タ ブ と 、
　 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 ２ 近 位 端 部 か ら 突 出 し て い る 、 第 ２ 上 側 タ ブ
と 、
　 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 ２ 近 位 端 部 か ら 突 出 し て い て 、 前 記 第 ２ 上 側
タ ブ か ら 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 、 第 ２ 下 側 タ ブ と 、
　 前 記 第 １ 上 側 タ ブ と 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ と の 間 に 広 が る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 上 側 ダ ブ ル
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ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 １ 上 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ 上 側 ピ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 上 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 上 側 ピ ボ ッ ト ピ ン 、
　 を 有 す る 、 前 記 上 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 と 、
　 前 記 第 １ 下 側 タ ブ と 前 記 第 ２ 下 側 タ ブ と の 間 に 広 が る 大 き さ に 形 成 さ れ た 、 下 側 ダ ブ ル
ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 １ 下 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 １ 下 側 ピ ン 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 下 側 タ ブ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た 、 第 ２ 下 側 ピ ン 、 　 を 有 す る 、 前 記
下 側 ダ ブ ル ピ ボ ッ ト リ ン ク 部 と 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 取 り 付 け ら れ た 、 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト で あ っ て 、 前 記 近 位 中 空 シ ャ
フ ト セ グ メ ン ト を 貫 通 し て 延 び 、 か つ 、 前 記 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト の 前 記 第 １ 遠 位
端 部 か ら 突 出 し て い る 、 前 記 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト を 貫 通 し て 延 び て い る 、 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト で あ っ て
、
　 　 前 記 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト の 遠 位 端 部 に 隣 接 す る 、 近 位 端 部 、 お よ び 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ に 取 り 付 け ら れ た 、 遠 位 端 部 、
　 　 を 有 し 、
　 　 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト を 前 記 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト に 対 し て 選 択 的 に 軸 方 向
に 動 か す こ と が で き る よ う に 、 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト 内 部 で 支 持 さ れ て い る 、
　 前 記 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト と 、
　 前 記 遠 位 脊 柱 セ グ メ ン ト の 中 で 作 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 で あ
っ て 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 中 に 設 け ら れ て い る ア ク チ ュ エ ー タ シ ャ フ ト に 連 結 さ れ て
い る 、 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 、
　 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 で あ っ て 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル の 中 の 少 な く と も １ つ の 駆 動 用 モ ー
タ の １ つ に 作 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト 内 部 で 作 動 可 能 に
支 持 さ れ て い る 、 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 、
　 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 で あ っ て 、 前 記 制 御 ハ ン ド ル が 、 前 記 遠 位 シ ャ フ ト セ グ メ ン
ト に 対 し て 関 節 運 動 さ せ ら れ た と き に 、 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 が 、 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ
フ ト 部 分 に 対 し て 関 節 運 動 で き る よ う に 、 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 前 記 近 位 駆 動 シ ャ
フ ト 部 分 と の 間 に 連 結 さ れ た 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 と 、
　 を 備 え た 、 手 術 器 具 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
（ ２ ３ ） 実 施 態 様 ２ ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、
　 前 記 近 位 脊 柱 セ グ メ ン ト の 遠 位 端 部 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 か つ 、 前 記 遠 位
駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 近 位 端 部 と 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 遠 位 端 部 と の 間 で 支 持 さ れ て
い る 、 中 央 傘 歯 車 と 、
　 前 記 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 前 記 近 位 端 部 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 中 央 傘 歯 車 と か み 合
っ て 係 合 し て い る 、 第 １ 遠 位 傘 歯 車 と 、
　 前 記 近 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 前 記 遠 位 端 部 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 中 央 傘 歯 車 と か み 合
っ て 係 合 し て い る 、 第 １ 近 位 傘 歯 車 と 、
　 を 備 え る 、
　 手 術 器 具
（ ２ ４ ） 実 施 態 様 ２ ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、 自 在 継 ぎ 手 を 含 む 、 手 術 器 具 。
（ ２ ５ ） 実 施 態 様 ２ ２ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 は 、 ね じ り ケ ー ブ ル を 含 む 、 手 術 器 具 。
（ ２ ６ ） 実 施 態 様 ２ ６ 記 載 の 手 術 器 具 に お い て 、
　 前 記 近 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト を 前 記 遠 位 中 空 シ ャ フ ト セ グ メ ン ト に 対 し て 所 定 位 置
に 選 択 的 に ロ ッ ク す る た め に 、 前 記 手 術 器 具 に 支 持 さ れ て い る 手 段 、
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　 を さ ら に 備 え る 、 手 術 器 具 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 手 術 器 具 の 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 手 術 器 具 の 別 の 斜 視 図 で あ り 、 手 術 器 具 の エ ン ド エ フ ェ ク タ が ト ロ カ ー ル
に 挿 入 さ れ て い る 状 態 の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る エ ン ド エ フ ェ ク タ の 実 施 形 態 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お け る エ ン ド エ フ ェ ク タ 、 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 、 お よ
び 、 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 を 示 す 別 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お け る エ ン ド エ フ ェ ク タ 、 な ら び に 、 駆 動 シ ャ フ ト
組 立 体 お よ び 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 の 遠 位 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お け る 関 節 式 連 結 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お け る 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 お よ び 駆 動 シ ャ フ ト 組 立
体 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お け る 制 御 ハ ン ド ル の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に お け る 細 長 い シ ャ フ ト 組 立 体 お よ び 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体
の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 描 か れ た 駆 動 シ ャ フ ト 組 立 体 の 関 節 式 連 結 部 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お け る 駆 動 シ ャ フ ト 関 節 式 連 結 部 、 な ら び に 、 近 位
お よ び 遠 位 の 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ａ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 近 位 駆 動 シ ャ フ
ト 部 分 と の 間 の 関 節 運 動 ポ イ ン ト に お い て 利 用 さ れ る こ と が で き る ね じ り ケ ー ブ ル を 示 す
図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｂ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 遠 位 駆 動 シ ャ フ ト 部 分 と 近 位 駆 動 シ ャ フ
ト 部 分 と の 間 の 関 節 運 動 ポ イ ン ト に お い て 利 用 さ れ る こ と が で き る ね じ り ケ ー ブ ル を 示 す
図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お け る ロ ッ ク 組 立 体 構 造 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 描 か れ て い る ロ ッ ク 組 立 体 構 造 の 端 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 の 押 し ボ タ ン 組 立 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 押 し ボ タ ン 組 立 体 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お け る ロ ッ ク 組 立 体 構 造 の 部 分 平 面 図 で あ り 、 部 品
の 一 部 が 断 面 で 示 さ れ て い る 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 で 利 用 さ れ る こ と が で き る ハ ン ド ル 組 立 体 の 正 面 斜 視
図 で あ り 、 中 の 部 品 を 図 示 す る た め に ハ ウ ジ ン グ の 一 部 が 取 り 除 か れ て い る 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に お い て 利 用 さ れ る こ と が で き る ギ ア 構 造 の 分 解 組 立
図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 と の 関 連 で 利 用 さ れ る こ と が で き る 駆 動 構 造 の 側 面 図
で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ の 駆 動 構 造 の 別 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 １ ９ お よ び 図 ２ ０ の 駆 動 組 立 体 の 後 方 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 １ ９ か ら 図 ２ １ の 駆 動 組 立 体 の 正 面 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】

(28) JP 2007-229449 A 2007.9.13



【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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